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二
〇
一
七
年
三
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五
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） 

 

中
島
敦
『
南
島
譚
』
と
そ
の
素
材
と
し
て
の
「
土
方
久
功
日
記
」 

 

 
 

Atsushi N
akajim

a’s “South Sea Island Tales  (

南
島
譚 N

antoutan)” and “H
isakatsu H

ijikata’s 

D
iary” as its Resources 

   

清
水  

久
夫 

H
is

ao
 S
HI
MUZ

U 

要 

旨 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
島
敦
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
、
南
洋
庁
内
務
部
地
方
課
国
語
編
集
書
記
と
し
て
、
パ
ラ
オ
へ
赴
任
し
た
。
土
方
久ひ

さ

功か
つ

は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
三

月
に
パ
ラ
オ
へ
渡
っ
て
以
来
、
サ
タ
ワ
ル
島
で
七
年
余
を
過
ご
す
な
ど
、
十
年
以
上
南
洋
で
生
活
し
、
敦
の
赴
任
時
は
南
洋
庁
地
方
課
の
嘱
託
で
あ
っ
た
。
敦
は
、
パ
ラ
オ

へ
赴
任
し
て
久
功
と
出
会
い
、
間
も
な
く
、
久
功
と
親
し
く
な
っ
て
、
毎
日
の
よ
う
に
久
功
の
宿
舎
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
、
久
功
の
日
記
・
草
稿
を
読
む
こ
と

を
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
島
敦
の
第
二
創
作
集
『
南
島
譚
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
雞
」「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」「
寂
し
い
島
」「
夫
婦
」
の
四
編
の
短
編
小
説
は
、
主
に
そ

れ
ら
か
ら
材
を
得
た
も
の
で
あ
る
。 

 

小
稿
で
は
、
土
方
久
功
が
、
中
島
敦
に
ど
の
よ
う
な
素
材
を
提
供
し
た
の
か
を
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
な
か

っ
た
土
方
久
功
日
記
等
に
よ
り
、
明
ら
か
に
し
た
。 

つ
ま
り
、
「
雞
」
は
、
土
方
久
功
日
記
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
二
〇
日
の
項
を
素
材
に
し
、
敦
自
身
が
サ
イ
パ
ン
島
の
公
学
校
で
見
聞
し
た
こ
と
を
加
え
て
書

か
れ
た
。
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
「
寂
し
い
島
」
は
、
久
功
の
「
南
方
離
島
記
」
の
草
稿
と
、
そ
の
基
と
な
っ
た
土
方
久
功
日
記
の
旅
行
記
を
素
材
に
し
て
書
か
れ
た
。
「
夫
婦
」

は
、
久
功
の
著
書
『
パ
ラ
オ
の
神
話
伝
説
』
の
原
稿
、
著
書
『
パ
ラ
オ
島
民
の
部
落
組
織
』
お
よ
び
島
民
ツ
ド
ン
か
ら
聞
い
た
話
な
ど
を
素
材
に
し
て
書
か
れ
た
。 
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は
じ
め
に 

 
中
島
敦
の
第
２
創
作
集
『
南
島
譚
』（
今
日
の
問
題
社
）
は
、
死
去
半
月
前
の
昭
和

一
七
年
（
一
九
四
二
）
一
一
月
一
五
日
に
刊
行
さ
れ
た
数
少
な
い
単
行
本
の
一
つ
で

あ
る
。
こ
の
単
行
本
に
は
、
『
南
島
譚
』
の
表
題
の
も
と
に
「
幸
福
」
「
夫
婦
」
「
雞
」

の
３
編
、『
環
礁
―
―
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ヤ
巡
島
記
抄
』
の
表
題
の
も
と
に
「
寂
し
い
島
」

「
夾
竹
桃
の
家
の
女
」
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
「
真
昼
」「
マ
リ
ヤ
ン
」
「
風
物
抄
」
の
６
編

の
短
編
小
説
が
収
め
ら
れ
て
い
る（1 ）

。 

 

『
南
島
譚
』
が
、
土
方
久ひ

さ

功か
つ

の
著
作
な
ど
に
そ
の
材
を
得
て
い
る
こ
と
は
、
多
く

の
論
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（2 ）

。
し
か
し
、
土
方
久
功
が
『
南
島
譚
』
に
素
材

を
与
え
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り

述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
一
因
が
、
そ
れ
ら
の
論
文
に
用
い
た
資
料
の
ほ
と
ん
ど

が
刊
行
さ
れ
た
文
献
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る（3 ）

。 

 

筆
者
は
機
会
を
得
、
国
立
民
族
学
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
土
方
久
功
日
記
の

一
部
、
第
一
冊
か
ら
第
三
一
冊
ま
で
を
、
国
立
民
族
学
博
物
館
館
長
・
須
藤
健
一
氏

と
の
共
編
で
刊
行
し
た（4 ）

。
小
稿
で
は
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
土
方

久
功
日
記
を
主
な
資
料
と
し
て
使
用
し
、
土
方
久
功
日
記
等
が
中
島
敦
の
『
南
島
譚
』

に
ど
の
よ
う
な
素
材
を
提
供
し
た
の
か
に
つ
い
て
、「
雞
」「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」「
寂
し
い

島
」
「
夫
婦
」
の
４
つ
の
短
編
小
説
を
取
り
上
げ
論
じ
た
い
。 

 

一
．
土
方
久
功
と
の
出
会
い 

中
島
敦
が
パ
ラ
オ
へ
着
い
た
の
は
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
七
月
六
日
の
午

前
で
あ
っ
た
。
六
月
二
八
日
に
サ
イ
パ
ン
丸
で
横
浜
港
を
出
港
し
、
サ
イ
パ
ン
、
テ

ニ
ヤ
ン
、
ヤ
ッ
プ
の
島
々
に
寄
港
し
て
、
コ
ロ
ー
ル
港
に
着
い
た
。
そ
の
日
は
日
曜

日
で
あ
っ
た
が
、
南
洋
庁
の
職
員
四
～
五
人
が
出
迎
え
に
来
て
い
た
。
中
島
敦
は
、

８
年
勤
め
た
横
浜
女
学
校
教
諭
の
職
を
辞
し
（
当
初
は
休
職
）
、
南
洋
庁
内
務
部
地
方

課
国
語
編
集
書
記
と
し
て
パ
ラ
オ
に
赴
任
し
た
の
だ
っ
た
。
仕
事
は
、
公
学
校
（
島

民
が
通
う
小
学
校
）
で
使
う
国
語
教
科
書
の
編
集
だ
っ
た
。 

土
方
久
功（5 ）

は
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
七
月
東
京
に
生
ま
れ
、
学
習
院
初
等

科
・
中
等
科
を
経
て
東
京
美
術
学
校
彫
刻
科
を
卒
業
し
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）

三
月
、
二
八
歳
の
と
き
、
パ
ラ
オ
へ
渡
っ
た
。
パ
ラ
オ
で
２
年
半
過
ご
し
た
後
、
島

民
三
〇
〇
人
の
住
む
絶
海
の
孤
島
サ
タ
ワ
ル
島
で
七
年
余
を
過
ご
し
、
昭
和
一
四
年

（
一
九
三
九
）
一
月
、
再
び
パ
ラ
オ
へ
戻
っ
た
。
敦
が
パ
ラ
オ
へ
来
た
と
き
、
久
功

は
内
務
部
商
工
課
・
地
方
課
の
嘱
託
と
し
て
南
洋
庁
に
勤
め
て
い
た
。 

敦
の
名
が
初
め
て
土
方
久
功
日
記
に
見
え
る
の
は
、
パ
ラ
オ
到
着
十
余
日
後
の
七

月
一
八
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
の
日
記

（6 ）

に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

 

絵
画
同
好
会
ヲ
作
ル
コ
ト
ニ
ナ
ッ
タ
ノ
デ
、
今
晩
南
貿
デ
集
ル
カ
ラ
来
テ
ク

レ
ト
ノ
事
。
今
日
ハ
中
島
君[

文
化
協
会]

が
編
輯
書
記
ノ
中
島
君[

敦]

ヲ
ツ
レ

テ
ク
ル
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
居
ル
ノ
デ
断
ル
。
夜
、
中
島
君[

敦]

ハ
来
ズ
。 

 「
中
島
君[

文
化
協
会]

」
と
あ
る
の
は
、
南
洋
群
島
文
化
協
会
の
中
島
幹
夫
で
、

当
時
は
月
刊
誌
『
南
洋
群
島
』
の
編
集
長
で
あ
っ
た
。
中
島
幹
夫
は
久
功
の
宿
舎
に

入
り
浸
り
、
と
き
に
は
酔
っ
て
泊
ま
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
中
島
幹
夫
は
、
敦
が
コ
ロ

ー
ル
に
来
て
か
ら
直
ぐ
に
知
合
っ
て
、
久
功
の
宿
舎
へ
連
れ
て
来
る
ま
で
に
親
し
く
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な
っ
た
よ
う
だ
。 

 
し
か
し
、
こ
の
日
の
夜
、
中
島
敦
は
、
喘
息
の
た
め
久
功
の
宿
舎
を
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
敦
は
そ
の
後
、
ア
ラ
バ
ケ
ツ
の
南
進
寮
か
ら
コ
ロ
ー
ル
町
の
第

五
合
宿
官
舎
に
移
っ
た
が
、
七
月
末
か
ら
八
月
の
初
め
に
か
け
て
急
性
大
腸
カ
タ
ル

に
罹
り
、
誰
も
知
人
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
腹
痛
と
下
痢
の
中
、
ま
る
三
日
間
炎
熱

に
あ
え
ぎ
な
が
ら
、
飲
ま
ず
食
わ
ず
で
放
置
さ
れ
、
そ
れ
が
治
ら
な
い
う
ち
に
デ
ン

グ
熱
に
罹
っ
て
し
ま
い
、
三
九
度
の
熱
で
床
に
つ
い
た

（7 ）

。 

次
に
敦
の
名
が
土
方
久
功
日
記
に
見
え
る
の
は
、
ひ
と
月
後
の
八
月
一
八
日
で
あ

っ
た

（8 ）

。
そ
の
日
の
日
記
に
、
「
夜
、
中
島
君
（
敦
）
来
ル
、M

aria

来
ル
。
」
と
書
か

れ
て
い
る
。 

 

久
功
は
商
工
課
と
地
方
課
と
を
兼
務
し
て
い
た
の
で
、
地
方
課
に
来
た
敦
と
は
直

に
知
合
う
こ
と
に
な
っ
た
が（9 ）

、
久
功
の
宿
舎
を
訪
れ
た
の
は
、
こ
の
時
が
初
め
て
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
夜
は
、
た
ま
た
まM

aria

（
マ
リ
ヤ
）
も
訪
れ
た
。
こ
の
頃
、

マ
リ
ヤ
は
パ
ラ
オ
語
、
パ
ラ
オ
の
歌
を
教
え
る
た
め
、
週
に
数
日
、
久
功
の
宿
舎
を

訪
れ
て
い
た
。 

中
島
敦
の
名
が
久
功
の
日
記
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
九
月
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
九
月
九
日
に
は
、
夕
食
後
、
パ
ラ
オ
放
送
局
の
久
保
田
公
平

と
と
も
に
久
功
の
宿
舎
を
訪
れ
、
消
燈
時
間
ま
で
い
た

（10 ）

。
そ
の
翌
日
に
は
、
久
功
と

敦
は
、
東
京
帝
大
教
授
の
渡
辺
信
一
、
久
保
田
等
と
と
も
に
、
近
く
の
ガ
ル
ミ
ヅ
（
ア

ル
ミ
ヅ
）
部
落
を
訪
れ
た（11 ）

。 

 

そ
の
後
、
敦
は
病
も
す
っ
か
り
癒
え
、
公
学
校
視
察
の
た
め
、
九
月
一
五
日
か
ら

ト
ラ
ッ
ク
（
チ
ュ
ー
ク
）
諸
島
を
中
心
に
、
南
洋
群
島
を
一
周
す
る
２
カ
月
に
わ
た

る
長
期
の
出
張
の
旅
に
出
た
。
こ
の
出
張
旅
行
の
こ
と
を
、
敦
は
九
月
一
三
日
付
の

父
・
田
人
宛
の
手
紙
に
「
実
に  

イ
ヤ
で  

イ
ヤ
で 

堪
ら
ぬ 

官
吏
生
活
（
蝋
を

噛
む
ど
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。
こ
ん
な
あ
じ
き
な
い

◌

◌

◌

◌

◌

生
活
は
始
め
て
で
す
）
の

中
で 

唯
一
の 

息
抜
き
の
出
張
旅
行
と
て
、
今
は
私
も
多
少
元
気
に
な
っ
て
は
を

り
ま
す
が
、
帰
っ
て
か
ら
の
こ
と
を
考
へ
る
と 

誠
に
憂
鬱
で
す
。
こ
の
旅
行
に
よ

っ
て
自
分
の
（
役
所
の
）
仕
事
に
対
す
る
情
熱
が
新
し
く
湧
け
ば
有
難
い
の
で
す
が
」

と
書
い
た
。
こ
の
長
い
出
張
旅
行
で
は
、
敦
は
一
等
船
室
を
と
っ
た
の
で
、
船
賃
は

三
等
の
３
倍
だ
が
、
食
事
を
は
じ
め
待
遇
は
五
倍
も
十
倍
も
し
て
貰
っ
て
い
る
、
と

九
月
二
一
日
付
の
妻
・
た
か
宛
の
手
紙
に
書
い
た
。
こ
の
出
張
旅
行
は
、
敦
に
と
っ

て
満
足
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
出
張
か
ら
帰
っ
て
、
久
し
ぶ
り
に
役
所
へ
出
た
ら
、

み
ん
な
が
「
大
分
フ
ト
ッ
タ
ネ
」
と
言
っ
た
と
い
う
（
た
か
宛
一
一
月
五
日
付
手
紙
）。 

敦
が
長
期
の
出
張
か
ら
飛
行
機
で
パ
ラ
オ
へ
帰
っ
て
来
た
の
は
、
一
一
月
五
日
の

午
後
で
あ
っ
た
。
早
速
そ
の
夜
、
久
功
の
宿
舎
を
訪
れ
た

（12 ）

。
こ
の
出
張
で
訪
れ
た
南

洋
諸
島
は
、
七
カ
月
前
に
久
功
が
訪
れ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
敦
に
は
す
ぐ
に
で

も
久
功
に
話
し
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

翌
々
日
の
七
日
も
、
敦
は
久
功
の
も
と
を
訪
れ
た
が（13 ）

、
そ
の
翌
日
か
ら
一
一
日
ま

で
、
久
功
は
パ
ラ
オ
本
島
（
バ
ベ
ル
ダ
オ
ブ
島
）
へ
出
張
旅
行
に
行
っ
た
。
一
三
日

の
夜
、
敦
は
パ
ラ
オ
本
島
か
ら
帰
っ
て
き
た
ば
か
り
の
久
功
の
も
と
を
訪
れ
た
。
こ

の
日
の
日
記

（14 ）

に
は
、「
夜
、
市
川
君
ガ
来
テ
話
シ
コ
ン
デ
ル
所
ヘ
中
島
（
敦
）
君
ガ
来

テ
、
パ
ラ
オ
ノ
話
ヲ
求
メ
ル
。
後
、M

aria

、K
odep

ヲ
ツ
レ
テ
九
時
頃
ニ
ナ
ッ
テ

来
ル
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
夜
も
、
敦
は
マ
リ
ヤ
に
会
っ
た
。 

 

こ
の
頃
、
敦
は
パ
ラ
オ
の
生
活
に
す
っ
か
り
嫌
気
が
さ
し
て
き
た
。
一
一
月
九
日

85



跡見学園女子大学文学部紀要 第 52 号 2017 

付
の
妻
・
た
か
宛
の
手
紙
に
、「
群
島
を
今
迄
歩
い
て
見
た
所
で
は
、
ど
う
も
、
僕
の

喘
息
に
は
、
（
全
く
困
っ
た
こ
と
に
）
パ
ラ
オ
が
一
番
悪
い
や
う
だ
。
」
、
「
オ
レ
は
も

う
、
す
っ
か
り
、編
纂
の
仕
事
に
熱
が
持
て
な
く
な
っ
て
了
っ
た
。」
と
書
い
て
い
る
。 

 

 

敦
は
、
南
洋
諸
島
一
周
の
旅
か
ら
戻
っ
て
間
も
な
い
一
一
月
一
七
日
、
〝
第
二
の

旅
行
〟
に
出
た
。
前
回
の
出
張
旅
行
で
訪
れ
な
か
っ
た
、
比
較
的
パ
ラ
オ
か
ら
近
い

ヤ
ッ
プ
島
、
ロ
タ
島
、
サ
イ
パ
ン
島
、
テ
ニ
ア
ン
島
を
巡
り
、
一
二
月
一
四
日
、
パ

ラ
オ
へ
帰
っ
て
き
た
。
そ
の
日
の
夜
、
早
速
、
久
功
の
官
舎
を
訪
れ
た

（15 ）

。
二
人
が
パ

ラ
オ
の
コ
ロ
ー
ル
に
い
る
と
き
、
敦
は
毎
晩
の
よ
う
に
久
功
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
九
日
付
の
妻
・
た
か
宛
の
手
紙
に
は
、「
窓
に
黒
い

紙
を
は
り
つ
け
て
、
戸
を
し
め
て
了
へ
ば
、
明
る
い
電
燈
も
つ
け
ら
れ
る
ん
だ
が
、

内
地
の
冬
と
違
つ
て
、
何
し
ろ
南
洋
は
暑
く
て

〱
、
部
屋
を
し
め
切
つ
て
は
、
と

て
も
が
ま
ん
出
来
な
い
。
つ
い
、
部
屋
を
あ
け
つ
ぱ
な
し
に
し
て
、
電
気
を
消
す
、

と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
本
も
読
め
な
い
の
で
、
毎
晩
土
方

ひ
ぢ
か
た

さ
ん
の
所
へ
行
つ
て
は
、

無
駄
話
ば
か
り
し
て
ゐ
る
。
土
方
氏
は
最
近
独
身
宿
舎
を
出
て
、
一
軒
の
官
舎
を
持

つ
や
う
に
な
つ
た
ん
だ
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

 

土
方
久
功
日
記
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
一
二
月
一
九
日
、
敦
は
久
功
を
訪
れ

た
。
敦
の
「
南
洋
の
日
記

（16 ）

」
に
は
、
久
功
の
官
舎
で
「
南
方
離
島
記
」
の
草
稿
を
読

ん
だ
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
久
功
が
敦
に
、
草
稿
を
読
ま
せ

る
ま
で
親
密
な
関
係
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

敦
は
、
翌
二
〇
日
の
夜
も
久
功
の
宿
舎
を
訪
れ
た
が
、
二
一
日
の
日
曜
日
に
久
功

の
宿
舎
に
熱
帯
生
物
研
究
所
の
研
究
員
や
パ
ラ
オ
放
送
局
の
久
保
田
達
が
集
っ
た

「
饗
宴
」
に
も
加
わ
っ
た
。
こ
の
賑
や
か
な
「
饗
宴
」
は
、
阿
刀
田
研
二
が
間
も
な

く
内
地
へ
帰
る
の
と
、
松
田
の
懇
請
が
あ
っ
た
た
め
開
か
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
に

は
マ
リ
ヤ
達
が
作
っ
た
島
民
料
理
が
出
さ
れ
た
。
人
々
は
手
づ
か
み
で
食
べ
、
合
成

酒
を
飲
み
、
島
民
の
唄
を
皆
で
歌
っ
た

（17 ）

。 

 

翌
日
の
夜
も
、
敦
は
久
功
の
官
舎
を
訪
れ
た（18 ）

。
敦
の
一
二
月
二
二
日
の
「
南
洋
の

日
記
」
に
は
、
敦
が
久
功
か
ら
聞
い
た
興
味
あ
る
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

昨
夜
も
喘
息
、
今
日
は
出
勤
し
て
見
る
。
夜
、
又
土
方
氏
宅
。
阿
刀
田
氏
、
高

松
氏
、 

マ
ル
キ
ョ
ク
・
ガ
ラ
ル
ド
辺
の
ボ
ラ
捕
り
の
話
頗
る
面
白
し
。
数
多
の
カ
ヌ
ー

を
連
ね
、
リ
ー
フ
の
程
良
き
所
に
数
十
人
下
り
立
ち
て
円
陣
を
作
り
ボ
ラ
の
群
を

追
ひ
つ
め
る
。
各
人
手
に
鳥
を
捕
ふ
る
が
如
き
網
を
持
ち
、（
水
中
を
掬
ふ
に
あ
ら

で
）
空
中
に
か
ざ
し
て
待
構
ふ
。
数
人
、
円
陣
内
に
入
り
銛
を
手
に
ボ
ラ
を
追
ひ

ま
く
る
。
ボ
ラ
は
逃
れ
ん
と
し
て
、
水
上
よ
り
二
米
余
も
高
く
跳
躍
す
。
そ
の
ボ

ラ
を
各
、
網
を
も
つ
て
空
中
に
捕
ふ
る
な
り
。
竿
に
つ
け
し
網
を
以
て
も
な
ほ
捕

へ
得
ず
し
て
、
頭
上
を
越
さ
る
ゝ
こ
と
あ
り
。
か
く
し
て
、
二
尺
に
余
る
大
ボ
ラ

数
百
尾
を
忽
ち
に
捕
獲
す
。
漁
終
れ
ば
、
各
、
舟
に
帰
り
、
直
ち
に
歯
も
て
大
ボ

ラ
を
噛
み
裂
き
、
海
水
に
て
一
寸
洗
ひ
て
は
ム
シ
ャ

〱
と
食
す
る
な
り
。 

 

 
又
、
リ
ー
フ
の
縁
辺
に
て
、
大
シ
ヤ
コ
貝
（
ア
キ
ム
）
の
盥
程
の
も
の
を
捕
る

も
愉
快
な
り
と
。
リ
ー
フ
の
縁
あ
た
り
に
は
大
シ
ヤ
コ
貝
い
づ
れ
も
口
を
あ
け
て

待
居
る
が
、
そ
の
口
の
中
に
、
丸
太
を
つ
ゝ
こ
め
ば
、
直
ち
に
貝
殻
を
閉
ぢ
て
棒

を
挟
む
。
そ
の
隙
間
よ
り
、
用
意
せ
る
大
竹
ベ
ラ
〔
に
て
、
〕
を
差
入
れ
て
、
貝
柱
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を
切
断
す
れ
ば
、
瞬
間
、
巨
大
な
る
貝
殻
が
忽
ち
力
を
失
う
て
、
ガ
タ
リ
と
離
る
ゝ

由
。
か
く
し
て
、
見
る
間
に
、
舟
も
沈
む
ば
か
り
に
ア
キ
ム
を
積
込
む
な
り
。 

 

 
 

土
方
氏
に
よ
れ
ば
、
天
下
の
珍
味
は
、
海
亀
の
脂
に
極
ま
る
由
。
パ
ン
の
実
を

む
し
り
、
之
に
こ
の
脂
を
つ
け
て
食
す
れ
ば
、
飽
く
る
を
知
ら
ず
と
。
マ
ン
グ
ロ

ー
プ
貝
も
味
よ
し
。
亀
の
卵
は
い
く
ら
熱
す
る
と
白
味
固
ま
ら
ず
。
卵
は
一
ヶ
所

に
二
三
百
箇
あ
り
。
土
民
、
棒
を
以
て
泥
地
を
つ
き
さ
し
、
そ
の
尖
端
に
黄
味
の

つ
く
を
見
て
其
処
を
掘
り
卵
を
取
る
と
い
ふ
。
島
民
の
雞
の
し
め
方
の
乱
暴
な
る

話
。
先
づ
生
き
な
が
ら
毛
を
む
し
り
つ
く
せ
ば
、
歩
く
に
も
ヒ
ョ
ロ

〱
し
て
歩

け
ぬ
と
。 

  

こ
こ
に
あ
る
、「
マ
ル
キ
ョ
ク
・
ガ
ラ
ル
ド
辺
の
ボ
ラ
捕
り
の
話
」
と
は
、
二
年
程

前
、
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
一
〇
月
一
七
日
か
ら
二
六
日
ま
で
、
杉
浦
健
一
と

パ
ラ
オ
本
島
へ
調
査
旅
行
に
行
っ
た
さ
い
、
マ
ル
キ
ョ
ク
で
体
験
し
た
こ
と
で
あ
る
。

日
記
二
二
日
の
記

（19 ）

に
は
、
「
村
ノ
者
等
総
ガ
カ
リ
デ
（
ボ
ラ
）
漁
ニ
出
タ
ノ
デ
、
十

時
前
頃
、
波
止
場
ニ
出
テ
参
加
シ
、
昼
頃
サ
キ
ニ
帰
ッ
テ
ク
ル
。
」
と
書
か
れ
て
い

る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
久
功
は
南
洋
群
島
で
体
験
し
た
興
味
深
い
出
来
事
を
敦
に
話
し
聞

か
せ
た
の
だ
っ
た
。 

 

そ
の
後
も
、
敦
は
、
毎
晩
の
よ
う
に
久
功
の
宿
舎
へ
行
っ
て
い
た
が
、
大
晦
日
を

久
功
達
と
過
ご
し
た
。
そ
こ
で
も
、
敦
は
、
久
功
の
蛸
捕
り
の
話
を
頗
る
面
白
く
聞

い
た（20 ）

。 

 

昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
元
日
に
は
、
敦
は
役
所
の
式
へ
出
、
官
舎
の
食
堂
で

雑
煮
を
食
べ
た
後
、
久
功
、
高
松
一
雄
と
三
人
で
、
ア
ラ
カ
ベ
サ
ン
の
佐
伯
清
の
家

へ
行
き
、
夕
食
を
御
馳
走
に
な
っ
た

（21 ）

。 

 

二
日
は
、
皆
で
久
功
の
宿
舎
で
鍋
三
杯
の
お
汁
粉
を
作
り
、
餅
も
充
分
あ
っ
て
、

腹
一
杯
食
べ
た
。
敦
は
、
久
功
の
宿
舎
に
集
ま
る
熱
帯
生
物
研
究
所
の
独
身
者
や
パ

ラ
オ
放
送
局
の
久
保
田
、
山
口
達
と
一
緒
に
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し
た（22 ）

。 

帰
国
す
る
二
カ
月
半
前
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月
一
七
日
か
ら
、
敦
は

久
功
と
二
人
で
パ
ラ
オ
本
島
（
バ
ベ
ル
ダ
オ
ブ
島
）
を
一
周
す
る
二
週
間
の
旅
を
し

た
。
敦
は
前
年
八
月
に
久
功
等
と
と
も
に
パ
ラ
オ
本
島
を
一
周
す
る
旅
へ
行
く
予
定

だ
っ
た
が
、
デ
ン
グ
熱
に
罹
り
、
こ
の
出
張
旅
行
を
諦
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

れ
だ
け
に
、
敦
は
久
功
と
の
旅
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
一
月
一
七
日
付
の
妻
・
た

か
宛
の
葉
書
に
は
、「
今
か
ら
出
張
旅
行
に
出
る
。
今
度
は
土
方
さ
ん
と
一
緒
だ
か
ら

楽
し
い
。
大
体
二
週
間
の
予
定
で
、
月
末
に
帰
っ
て
来
る
。
充

じ
ゅ
う

分
に
島
民
の
生
活
を

見
て
く
る
積
り
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
出
発
の
前
夜
、
敦
は
発
熱
し
眠
る

こ
と
が
で
き
ず
、
出
張
旅
行
を
止
め
よ
う
と
思
っ
た
が
、
帰
国
が
間
近
で
、
こ
れ
が

パ
ラ
オ
本
島
へ
行
く
最
後
の
機
会
と
思
い
、
無
理
し
て
行
く
こ
と
に
し
た

（23 ）

。 

 

二
．「
鶏
」
の
成
り
立
ち
と
「
雞
」 

 
 

 
土
方
久
功
の
「
鶏
」
が
最
初
に
発
表
さ
れ
た
の
は
、
戦
後
の
昭
和
三
一
年
（
一
九

五
六
）
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
２
番
目
の
詩
集
『
青
蜥
蜴
の
夢
』（
大
塔
書
店
）
に
お
い

て
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
、
没
後
の
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
七
月
に
刊
行
さ
れ
た

『
土
方
久
功
詩
集 
青
蜥
蜴
の
夢
』（
草
原
社
）
に
収
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
三
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年
（
一
九
九
一
）
一
一
月
に
、
三
一
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
土
方
久
功
著
作
集
』

第
６
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
で
は
容
易
に
入
手
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

「
鶏
」
は
、
前
半
、
後
半
２
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
前
半
部
は
、
次
の
よ
う

で
あ
る
。
ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
爺
さ
ん
が
、
何
や
ら
分
か
ら
な
い
病
気
に
な
っ
た
。
久
功

が
見
舞
い
に
行
く
と
、
そ
の
爺
さ
ん
が
言
う
。「
も
う
長
い
こ
と
コ
ロ
ー
ル
の
病
院
に

通
っ
た
が
ど
う
し
て
も
よ
く
な
ら
な
い
。
病
院
で
は
も
う
癒
る
ま
い
と
言
わ
れ
た
の

で
、
パ
ラ
オ
本
島
の
ウ
ギ
ワ
ル
村
の
レ
ン
ゲ
牧
師
の
所
に
行
っ
た
ら
、
レ
ン
ゲ
が
、

病
院
で
診
て
も
ら
っ
て
い
た
者
を
、
私
の
方
に
呼
び
よ
せ
た
と
言
わ
れ
て
は
誠
に
困

る
か
ら
、
病
院
に
行
っ
て
医
者
に
話
し
て
、
許
し
を
得
て
来
な
さ
い
、
と
言
っ
て
帰

さ
れ
た
。
自
分
と
し
て
は
病
院
で
は
癒
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
の
だ
か
ら
、
気
休
め
で

も
レ
ン
ゲ
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
き
た
い
と
思
う
の
だ
が
、
お
医
者
様
に
そ
ん
な
こ
と

を
言
う
の
は
怖
い
。
何
と
か
行
け
る
よ
う
に
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

レ
ン
ゲ
と
は
、
久
功
が
パ
ラ
オ
へ
渡
っ
て
間
も
な
い
頃
ド
イ
ツ
か
ら
来
た
新
教
の

宣
教
師
で
、
ウ
ギ
ワ
ル
村
に
入
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教
し
な
が
ら
、
国
か
ら
沢

山
持
っ
て
来
た
薬
を
島
民
に
施
し
て
、
着
々
と
島
民
間
に
評
判
を
得
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。 

 

久
功
は
病
院
長
と
は
特
に
親
し
く
し
て
い
た
の
で
、
早
速
行
っ
て
そ
の
話
を
す
る

と
、
あ
れ
は
も
う
駄
目
な
の
だ
か
ら
、
思
う
よ
う
に
さ
せ
て
や
る
が
い
い
、
と
の
こ

と
だ
っ
た
の
で
、
久
功
は
再
び
爺
さ
ん
を
訪
ね
て
、
ウ
ギ
ワ
ル
村
に
行
っ
て
、
病
院

の
許
し
を
得
て
来
た
と
告
げ
る
が
い
い
、
と
言
っ
て
や
っ
た
。 

 

爺
さ
ん
は
ウ
ギ
ワ
ル
村
に
行
っ
て
間
も
な
く
亡
く
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
あ
る
日

久
功
の
と
こ
ろ
に
見
知
ら
な
い
島
民
の
若
者
が
来
て
、「
私
は
ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
の
使
い

の
者
で
す
。
爺
さ
ん
は
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
亡
く
な
る
前
に
、
先
生
の
所
に
鶏
を

届
け
て
く
れ
と
言
っ
た
の
で
持
っ
て
来
ま
し
た
」、
と
言
う
。
差
し
出
し
た
バ
ス
ケ
ッ

ト
の
中
に
は
、
生
き
た
鶏
が
窮
屈
そ
う
に
押
し
込
め
ら
れ
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
そ
の
翌
日
に
、
ま
た
一
人
の
見
知
ら
ぬ
島
民
が
来
て
、
こ
れ
も
一
羽
の

雄
鶏
を
出
し
て
、
前
と
同
じ
口
上
を
述
べ
た
。
久
功
は
、
昨
日
別
の
青
年
か
ら
爺
さ

ん
の
贈
り
も
の
を
既
に
も
ら
っ
た
旨
を
告
げ
、
持
ち
帰
る
よ
う
に
言
っ
た
が
、
青
年

は
爺
さ
ん
の
言
う
通
り
に
し
た
だ
け
だ
と
言
っ
て
、
鶏
を
置
い
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

さ
ら
に
一
日
お
い
た
翌
々
日
、
ま
た
ウ
ギ
ワ
ル
村
の
青
年
と
い
う
の
が
、
一
羽
の
生

き
た
鶏
を
持
っ
て
久
功
の
前
に
現
わ
れ
た
。
爺
さ
ん
は
、
確
か
な
上
に
も
確
か
で
あ

る
よ
う
に
と
の
心
か
ら
、
二
人
に
も
三
人
に
も
、
そ
れ
も
念
を
お
し
て
言
い
つ
け
た

も
の
と
み
え
る
。
こ
ん
な
純
粋
な
気
持
、
こ
ん
な
一
途
な
気
持
を
島
民
が
持
っ
て
い

た
こ
と
を
知
り
、
敬
虔
な
祈
り
を
祈
っ
た
の
だ
っ
た
。 

 

こ
れ
は
、『
土
方
久
功
著
作
集
』
第
６
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
未
発
表
原
稿
「
ト
ン

ち
ゃ
ん
と
の
旅
」
の
一
月
二
〇
日
の
項
の
一
部

（24 ）

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
原
稿
の
基
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
土
方
久
功
日
記
の
一
月
二
〇
日
の
項
の
一
部

（25 ）

で

あ
る
。
そ
の
部
分
が
「
鶏
」
の
前
半
部
に
な
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
敦
は
、

そ
の
日
記
を
読
ん
だ
。 

 

「
鶏
」
の
後
半
部
は
、「
後
日
譚
」
で
あ
る
。
あ
る
日
友
人
が
一
冊
の
本
を
持
っ
て

来
て
「
君
の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
よ
、
ま
だ
読
ん
で
な
け
れ
ば
上
げ
よ
う
」
と
言
っ

て
そ
の
本
を
く
れ
た
。
見
る
と
中
島
敦
の
「
南
島
譚
」
で
、
こ
の
鶏
話
も
そ
の
中
に

出
て
い
た
。
後
に
未
亡
人
に
会
っ
た
時
、
そ
の
話
を
し
た
ら
、「
敦
が
あ
れ
は
は
ず
か
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し
い
か
ら
土
方
さ
ん
に
は
あ
げ
な
い
、
と
い
っ
て
、
上
げ
な
か
っ
た
の
で
し
た
」
と

い
っ
て
い
た
。 

こ
れ
ま
で
多
く
の
論
者
が
、
こ
の
刊
行
さ
れ
て
い
る
「
鶏
」
の
「
後
日
譚
」
に
よ

り
、
『
南
島
譚
』
と
土
方
久
功
の
関
係
を
語
っ
て
き
た
。 

し
か
し
、
こ
の
、
久
功
が
『
南
島
譚
』
を
入
手
し
た
経
緯
等
に
は
土
方
久
功
日
記

と
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
か
な
り
長
い
が
、
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
部
分
な
の
で
、
日

記
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
八
月
一
八
日
の
項

（26 ）を
引
用
し
て
み
よ
う
。 

 

 

阿
刀
田
君
カ
ラ
送
ッ
テ
来
タ 

中
島
敦
ノ
「
南
島
譚
」
ヲ
読
ム
。
コ
レ
ハ 

私
ガ

ボ
ル
ネ
オ
ニ
タ
ツ
一
寸
前
ニ
出
テ
居
タ
ノ
ダ
ガ
、
敦
ハ
一
向
ソ
レ
ニ
就
イ
テ
話
サ

ナ
カ
ッ
タ
ノ
デ
、
私
ハ
何
モ
知
ラ
ナ
イ
デ
居
タ
ノ
ヲ
、
今
度
阿
刀
田
カ
ラ
斯
ウ
云

フ
本
ガ
出
テ
居
ル
コ
ト
ヲ
聞
イ
テ
、
早
速 

中
島
ノ
未
亡
人
ニ
一
本
ヲ
乞
ウ
テ
置
イ

タ
所
、
折
返
シ
返
事
ガ
ア
ッ
テ
、
ア
レ
ハ
中
島
ガ
、
羞
カ
シ
イ
カ
ラ
土
方
サ
ン
ニ

ハ
贈
ラ
ナ
イ
ノ
ダ
ト
云
ッ
タ
ノ
デ
、
送
ラ
ナ
カ
ッ
タ
ガ
、
今
ハ
本
モ
手
許
ニ
ナ
イ

由
ヲ
答
ヘ
テ
来
タ
ノ
デ
、
先
日
阿
刀
田
君
ニ
送
ッ
テ
貰
ッ
タ
ノ
ダ
ッ
タ
。 

内
容
ハ
六
部
ニ
分
レ
テ
居
テ
最
初
ノ
二
部
ガ
「
南
島
譚
」
ト
「
環
礁
（
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ヤ
巡
島
記
）」
デ
、
ア
ト
ノ
四
部
ハ
南
洋
ニ
関
係
ノ
ナ
イ
小
説
集
デ
ア
ル
。「
南

島
譚
」
ノ
部
ハ
「
幸
福
」「
夫
婦
」「
鶏
」
ノ
三
篇
デ
ア
リ
、「
環
礁
」
ノ
部
ハ
「
寂

シ
イ
島
」「
夾
竹
桃
ノ
家
ノ
女
」
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
「
真
昼
」
「
マ
リ
ヤ
ン
」
ノ
五
篇

ト
、
今
一
篇
「
風
物
抄
」
ト
ア
ッ
テ
、
ク
サ
イ
、
ヤ
ル
ー
ト
、
ポ
ナ
ペ
、
ト
ラ
ッ

ク
、
ロ
タ
、
サ
イ
パ
ン
ノ
小
景
ガ
各
一
篇
ヅ
ツ
挙
ゲ
ラ
レ
テ
居
ル
。 

中
島
ノ
未
亡
人
カ
ラ
、
敦
ガ
羞
シ
イ
カ
ラ
ト
云
ッ
タ
ト
云
ッ
テ
来
タ
ノ
ニ
ハ
微

笑
ヲ
禁
ズ
ル
コ
ト
ガ
出
来
ナ
イ
。
今 

中
島
ノ
コ
ト
ヲ 

カ
レ
コ
レ
思
ヒ
出
シ
テ 

書

イ
テ
ミ
ル
気
ハ
ナ
イ
ガ
、
羞
シ
イ
ト
云
フ
語
ヲ
敦
ガ
ソ
ノ
マ
マ
使
ッ
タ
カ
ド
ウ
カ

ワ
カ
ラ
ナ
イ
ニ
シ
テ
モ
、
彼
ノ
気
持
ガ
解
ル
ヤ
ウ
ナ
気
モ
ス
ル
ト
仝
時
ニ
、
如
何

ニ
モ
中
島
ラ
シ
イ
ガ
、
私
ノ
ヤ
ウ
ナ
人
間
ナ
ラ
、
ソ
ン
ナ
コ
ト
ヲ
考
ヘ
テ
ミ
ル
コ

ト
モ
要
ラ
ナ
イ
ト
思
フ
ノ
ニ
。 

ソ
レ
ハ
只
、
是
等
ノ
小
説
ノ
大
部
分
ガ
、
私
カ
ラ
持
ッ
テ
行
ッ
タ
材
料
ダ
カ
ラ

デ
モ
ア
リ
、
ソ
レ
ガ
只
単
ニ
私
カ
ラ
何
ト
モ
ナ
シ
ニ
話
シ
タ
モ
ノ
デ
ナ
ク
テ
、
コ

ン
ナ
ニ
マ
ト
マ
ッ
タ
作
品
デ
ハ
ナ
イ
ニ
シ
ロ
、
私
ガ
私
ナ
リ
ニ 

既
ニ
書
イ
テ
ア
ッ

タ 

モ
ノ
ヲ
読
マ
セ
タ
ノ
ダ
ッ
タ
カ
ラ-

―
― 

ソ
レ
モ
敦
ハ 

コ
レ
ラ
ヲ
此
ノ
様
ナ
形
デ
出
ス
筈
デ
ハ
ナ
カ
ッ
タ
ノ
デ
―
―
少

ク
ト
モ
「
鶏
」
ハ
。 

敦
ハ
公
学
校
ノ
教
課マ

マ

書
ヲ
作
ル
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
居
タ
ノ
デ
、
教
材
ト
シ
テ
鶏
ノ

話
ヲ
呉
レ
ト
云
ッ
テ
来
タ
ノ
ダ
ッ
タ
。
勿
論
私
ハ
喜
ン
デ
之
ヲ
提
供
シ
タ
シ
、
此

ノ
「
鶏
」
ノ
モ
ト
．
．
モ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
モ
、
自
分
ノ
日
記
帖
ニ
事
実
ト
シ
テ
書
カ
レ

テ
居
ル
ノ
ヲ
読
マ
セ
タ
モ
ノ
デ
ア
リ
、
「
寂
シ
イ
島
」
ノ
中
ノ 

Ｈ
無
人
島
モ
サ
ウ

ダ
シ
、
ソ
レ
カ
ラ
「
マ
リ
ヤ
ン
」
ノ
Ｈ
氏
モ
私
ダ
シ
、「
夫
婦
」
ノ
話
モ
私
ノ
「
パ

ラ
オ
の
神
話
伝
説
」
中
ニ
ア
ル
。
併
シ
私
ハ
コ
レ
ラ
ヲ
興
味
深
ク
、
懐
シ
ク
読
ン

ダ
―
―
実
ハ
此
ノ
最
初
ノ
二
部
ダ
ケ
ヲ
読
ン
ダ
ノ
デ
ア
ル
。
ソ
シ
テ
博
識
ト
天
分

ニ
恵
マ
レ
タ
敦
ヲ
羨
ミ
モ
シ
、
彼
ノ
早
逝
ヲ
今
更
惜
ミ
モ
ス
ル
。
是
等
ノ
材
料
ガ
、

コ
ノ
ヤ
ウ
ニ
取
扱
ハ
レ
テ
居
ル
コ
ト
ニ
モ
、
小
説
ノ
創
作
過
程
ヲ
知
ラ
ナ
イ
私
ニ

ハ
、
大
変
ニ
面
白
ク
考
ヘ
ラ
レ
ル
シ
、
感
心
シ
テ
シ
マ
フ
。
―
―
実
際
コ
ニ
ク
ラ

シ
ク
ナ
ル
。
他
日
、
私
ノ
日
記
帖
ニ
ア
ル
記
事
モ
、
何
ト
カ
シ
タ
形
デ
発
表
シ
テ
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ミ
タ
イ
ト
考
ヘ
テ
居
ル
ノ
デ
、
小
説
家
ハ
別
ト
シ
テ
、
一
般
読
者
ハ
是
等
ト
両
方

ヲ
ア
ハ
セ
読
マ
レ
タ
ラ
、
キ
ッ
ト
私
自
身
ト
仝
ジ
興
味
ヲ
感
ジ
テ
ク
レ
ル
コ
ト
ダ

ラ
ウ
。 

 土
方
久
功
日
記
の
こ
の
引
用
部
分
は
、『
南
島
譚
』
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
上
で
重 

要
で
あ
る
。
久
功
が
材
料
を
提
供
し
、
そ
れ
を
使
っ
て
『
南
島
譚
』
に
収
め
ら
れ
て

い
る
「
雞
」
な
ど
の
短
編
が
書
か
れ
た
こ
と
が
、
久
功
自
身
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
久
功
は
草
稿
だ
け
で
な
く
、「
自
分
ノ
日
記
帖
ニ
事

実
ト
シ
テ
書
カ
レ
テ
居
ル
ノ
ヲ
読
マ
セ
タ
」
の
で
あ
る
。 

土
方
久
功
日
記（27 ）

に
よ
れ
ば
、
久
功
は
五
月
二
五
日
に
仙
台
に
い
た
パ
ラ
オ
熱
帯
生

物
研
究
所
の
研
究
員
だ
っ
た
阿
刀
田
研
二
か
ら
本
（
『
南
島
譚
』）
が
出
て
い
る
こ
と

を
教
え
ら
れ
、
六
月
二
七
日
に
手
紙
で
中
島
の
未
亡
人
に
一
本
を
乞
う
た
と
こ
ろ
、

七
月
二
日
に
折
り
返
し
返
事
が
来
て
、
中
島
が
、
恥
ず
か
し
い
か
ら
土
方
に
は
贈
ら

な
い
の
だ
と
言
っ
た
の
で
、
送
ら
な
か
っ
た
。
今
は
、
本
も
手
許
に
な
い
、
と
い
っ

た
。
そ
れ
で
、
久
功
は
阿
刀
田
に
本
を
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
み
、
八
月
一
六
日
に

本
が
届
い
た
、
と
い
う
。
久
功
は
本
を
手
に
入
れ
る
の
に
、
大
分
手
間
取
っ
て
い
る
。 

そ
れ
で
、
送
ら
れ
て
き
た
『
南
島
譚
』
を
読
ん
だ
ら
、「
是
等
ノ
小
説
ノ
大
部
分
ガ
、

私
カ
ラ
持
ッ
テ
行
ッ
タ
材
料
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
日
記
で
は
具
体
的
に
、

こ
の
「
鶏
」
も
、「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
も
、
「
寂
し
い
島
」
の
中
の
Ｈ
無
人
島
も
、
そ
れ

か
ら
「
マ
リ
ヤ
ン
」
の
中
の
Ｈ
氏
も
自
分
で
、「
夫
婦
」
の
話
も
「
パ
ラ
オ
の
神
話
伝

説
」
の
中
に
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
「
鶏
」
の
後
日
譚
に
は
、
「
敦
の
鶏
話
の
マ
ル
ク
ッ
プ
は
、
お
よ
そ
こ 

の
ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
と
は
違
う
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
「
鶏
」
の
主
人
公
ギ

ラ
メ
ス
ブ
ヅ
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
が
土
方
久
功

日
記
に
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
か
、
見
て
み
よ
う
。 

 

日
記
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
八
月
七
日
の
項

（28 ）

に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

  
 

今
日
ハ
杉
浦

〔
佐
助
〕

君
ガ
ア
ラ
バ
ケ
ツ
ニ
用
ガ
ア
ッ
テ
行
ッ
タ
序
ニ
、
ア
ラ
バ
ケ
ツ
デ

彫
物
ノ
上
手
ナ
モ
ノ
達
ニ
何
カ
カ
ニ
カ
タ
ノ
ン
デ
来
テ
ク
レ
ル
。
ヒ
ブ
ク
リ
ハ
蓋

ニ
彫
刻
ノ
ア
ル
オ
ル
ホ
サ
カ
ル
ヲ
造
ル
由
。
エ
ラ
マ
ス
ブ
ド
ハ
鉄
木
デ
、
ブ
ッ
ク

エ
ン
ド
ニ
ナ
ル
様
ナ
人
形
ヲ
二
ツ
ト
「
神
様
ノ
家
」
ヲ
造
ッ
テ
ク
レ
ル
由
。 

 

８
日
後
の
一
五
日
の
項

（29 ）

に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

  
 

晩
、
エ
ラ
マ
ス
ブ
ド
ガ
ス
バ
ラ
シ
イ
オ
ン
ル
ン
ム
ル
ヲ
モ
ッ
テ
来
テ
ク
レ
ル
。

エ
ラ
マ
ス
ブ
ド
ガ
オ
ヤ
ヂ
カ
ラ
貰
ッ
タ
ノ
ダ
ソ
ウ
ダ
カ
ラ
、
相
当
古
イ
モ
ノ
ダ
ロ

ウ
。
（
エ
ラ
マ
ス
ブ
ド
ハ
モ
ド
ロ
ン
ヨ
リ
モ
大
分
年
上
ダ
。）
手
ハ
コ
ン
デ
居
ル
訳

デ
ハ
ナ
イ
ガ
、
ス
ッ
キ
リ
シ
テ
居
テ
、
ズ
ッ
シ
リ
シ
テ
居
テ
、
イ
イ
塩
梅
ニ
古
ビ

テ
居
テ
、
何
ト
モ
云
ヘ
ズ
懐
シ
イ
モ
ノ
ダ
。
一
木
造
リ
デ
ア
ル
所
モ
、
昔
ノ
「
暇
」

ナ
姿
ガ
見
エ
テ
ウ
レ
シ
イ
。
ア
バ
イ
等
ニ
集
ッ
タ
ル
バ
ク
達
ニ
、
イ
ラ
オ
ト
ヤ
何

カ
ト
イ
タ
ノ
ヲ
出
ス
大
器
ダ
ソ
ウ
デ
、
コ
レ
カ
ラ
更
ニ
コ
ッ
プ
様
ノ
モ
ノ
ニ
注
イ

デ
飲
ム
ソ
ウ
ナ
。 

 
 

ソ
レ
カ
ラ
、
先
達
岩
山
カ
ラ
拾
ッ
テ
来
タ
「
神
ノ
家
」
ハ
モ
リ
△

ケ
ッ
ト
ダ
ソ
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ウ
デ
、
モ
少
シ
幅
広
デ
三
ツ
窓
ノ
ガ
本
式
ダ
ソ
ウ
ダ
。（
中
略
）
今
度
モ
ッ
ト
立
派

ナ
ノ
ヲ
エ
ラ
マ
ス
ブ
ト
ガ
造
ッ
テ
ク
レ
ル
由
。
モ
ド
ロ
ン
ニ
云
ハ
セ
ル
ト
、
エ
ラ

マ
ス
ブ
ト
ハ
コ
ロ
ー
ル
ノ
「
家
ノ
神

マ 

マ

」
造
リ
ダ
ッ
タ
ソ
ウ
ダ
カ
ラ
、
キ
ッ
ト
典
型

的
ナ
モ
ノ
ガ
出
来
ル
ニ
チ
ガ
ヒ
ナ
イ
。 

  

そ
し
て
、
そ
の
３
日
後
の
日
曜
日
（
一
八
日
）
に
は
、
ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
（
＝
エ
ラ 

マ
ス
ブ
ト
）
は
久
功
達
の
ワ
ー
ラ
ッ
プ
シ
ェ
ー
カ
ル
へ
の
調
査
に
同
行
し
て
い
る

（30 ）
。 

ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
は
、
翌
週
の
日
曜
日
も
、
久
功
の
調
査
に
同
行
し
て
い
る

（31 ）

。 

九
月
一
二
日
の
日
記

（32 ）

に
は
、「
夜
、
エ
ラ
マ
ス
ブ
ト
ガ
ア
ブ
ク
・
ラ
カ
リ
ス
ヲ
造
ッ

テ
ク
ル
。」
と
記
さ
れ
、
二
六
日
の
日
記

（33 ）

に
は
、「
晩
、
モ
ド
ロ
ン
ト
エ
ラ
マ
ス
ブ
ト

ト
ヲ
呼
ビ
、
オ
ガ
ル
等
ニ
色
ヅ
ケ
ヲ
サ
セ
ル
。
」
と
記
さ
れ
、
翌
二
七
日
の
日
記

（34 ）

に
は
、

「
モ
ド
ロ
ン
、
エ
ラ
マ
ス
ブ
ド
来
。
オ
ガ
ル
ニ
ラ
オ
ク
ヲ
塗
ッ
テ
ク
レ
ル
。
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。 

名
前
の
表
記
が
、「
鶏
」
で
は
「
ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
日

記
で
は
「
エ
ラ
マ
ス
プ
ド
」「
エ
ラ
マ
ス
ブ
ト
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
名
前
や
地
名
の

表
記
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
土
方
久
功
の
日
記
や
著
書
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ

る
こ
と
で
、
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
日
記
か
ら
は
、「
鶏
」
の
冒
頭

部
分
に
あ
る
「
彫
り
も
の
が
上
手
で
、
い
つ
も
私
の
頼
む
人
形
や
民
芸
的
な
木
彫
り

の
小
道
具
な
ど
を
、
丹
念
に
彫
っ
て
は
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
」

（35 ）

と
い
う
記
述
が
正

し
い
こ
と
が
分
か
る
。 

 

そ
し
て
、
翌
昭
和
一
五
年
（
一
九
三
〇
）
四
月
一
二
日
の
日
記

（36 ）

に
は
、 

 
 

 
 

エ
ラ
マ
ス
ブ
ト
ガ
腹
ヲ
病
ン
デ
病
院
ニ
居
リ
、
ヒ
ド
ク
悪
イ
ト
ノ
事
ダ
ッ
タ
ノ

デ
、
夜
、
杉
浦

〔
佐
助
〕

君
ト
見
舞
ニ
行
ッ
テ
ヤ
ル
。 

  

と
書
か
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
一
月
後
の
五
月
一
一
日
の
日
記（37 ）

に
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

 

其
レ
カ
ラ
エ
ラ
マ
ス
ブ
ト
ヲ
見
舞
ッ
テ
ヤ
ル
。
オ
ギ
ワ
ル
ヘ
行
ッ
タ
ガ
、
病
院

カ
ラ
中
途
デ
行
ッ
タ
ノ
デ
、Padelei

カ
ラ
コ
ト
ワ
ラ
レ
タ
由
、
是
非
オ
ギ
ワ
ル

ヘ
行
キ
度
イ
ト
云
フ
ノ
デ
、
病
院
ニ
行
ッ
テ
西
川
サ
ン
ニ
逢
ッ
テ
話
シ
テ
来
テ
ヤ
ル
。 

松
本
君
ノ
所
ニ
寄
ル
。
一
所
ニ

〔
緒
〕

官
房
ノ
近
藤
サ
ン
ノ
家
ニ
ツ
レ
テ
行
ッ
テ
貰
ッ

テ
、
モ
ル
ト
ロ
ッ
ク
ノ
仮
面
ヲ
見
セ
テ
貰
フ
。
松
本
君
モ
一
所
ニ

〔
緒
〕

、
ア
ラ
バ
ケ
ツ

ニ
マ
ハ
リ
、
エ
ラ
マ
ス
ブ
ト
ノ
所
ニ
行
キ
、
四
時
過
ギ
帰
ッ
テ
ク
ル
。 

 

こ
の
日
は
、
朝
か
ら
杉
浦
佐
助
と
コ
ロ
ー
ル
島
の
は
ず
れ
に
あ
る
ア
ラ
バ
ケ
ツ
に

調
査
に
行
っ
た
。
そ
の
帰
り
に
ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
（
エ
ラ
マ
ス
ブ
ト
）
爺
さ
ん
を
見
舞

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
（
エ
ラ
マ
ス
ブ
ト
）
爺
さ
ん
の
要
望
を
聞

き
、
病
院
の
西
川
に
会
っ
て
、
ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
（
エ
ラ
マ
ス
ブ
ト
）
の
要
望
を
伝
え

た
。
そ
し
て
再
び
ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
（
エ
ラ
マ
ス
ブ
ト
）
爺
さ
ん
を
訪
れ
、
オ
ギ
ワ
ル

ヘ
行
く
許
可
が
取
れ
た
旨
伝
え
た
。 

そ
の
十
日
後
の
二
一
日
の
項

（38 ）に
は
、 

  

晩
、
ア
・
イ
バ
ヅ
ー
ル
ト
ビ
ル
ン
ト
イ
ラ
ケ
ツ
ノ
婆
サ
ン
ト
呼
ン
デ
飯
ヲ
ヤ
ル
。 
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オ
ギ
ワ
ル
ニ
行
ッ
タ
エ
ラ
マ
ス
ブ
ト
カ
ラ
野
鶏
ヲ
ト
ド
ケ
テ
来
ル
。 

 
と
記
さ
れ
て
あ
る
の
で
、「
鶏
」
の
〝
事
件
〟
が
あ
っ
た
の
は
、
昭
和
一
五
年
（
一

九
三
〇
）
五
月
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
久
功
が
パ
ラ
オ
へ
来
て
か
ら
ま
だ
一
年
二

カ
月
し
か
経
っ
て
い
な
い
時
で
あ
る
。 

久
功
を
あ
れ
ほ
ど
感
動
さ
せ
た
出
来
事
だ
っ
た
が
、
そ
の
時
の
日
記
に
は
、
ギ
ラ

メ
ス
ブ
ヅ
（
エ
ラ
マ
ス
プ
ト
）
が
死
去
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
ず
、
単
に
野
鶏
が
届
け

ら
れ
た
こ
と
の
み
が
簡
潔
に
書
か
れ
て
い
る
の
が
不
思
議
で
あ
る
。 

 

次
い
で
、
久
功
の
「
鶏
」
と
敦
の
「
雞
」
を
見
て
み
よ
う
。 

敦
の
「
雞
」
が
、
久
功
の
日
記
を
基
に
し
て
書
か
れ
た
の
は
間
違
い
な
い（39 ）

が
、
久

功
の
「
鶏
」
と
比
べ
る
と
、
そ
の
読
後
感
は
大
き
く
異
な
る
。 

度
々
引
用
し
た
土
方
日
記
の
次
の
一
節
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。「
ソ
レ
モ
敦
ハ 

コ
レ
ラ
ヲ
此
ノ
様
ナ
形
デ
出
ス
筈
デ
ハ
ナ
カ
ッ
タ
ノ
デ
―
―
少
ク
ト
モ
「
鶏
」
ハ
。

敦
ハ
公
学
校
ノ
教
課
書
ヲ
作
ル
コ
ト
ニ
ナ
ッ
テ
居
タ
ノ
デ
、
教
材
ト
シ
テ
鶏
ノ
話
ヲ

呉
レ
ト
云
ッ
テ
来
タ
ノ
ダ
ッ
タ
。」 

こ
の
意
味
は
、
敦
の
「
雞
」
を
読
め
ば
わ
か
ろ
う
。
ま
ず
、「
雞
」
で
は
は
じ
め
に
、

公
学
校
を
参
観
し
た
時
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
教
師
、
生
徒
に
対

す
る
不
信
感
、
不
可
解
さ
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

「
雞
」
で
は
、
久
功
と
考
え
ら
れ
る
人
物
が
一
人
称
で
語
っ
て
い
て
、
久
功
の
体

験
に
基
づ
く
よ
う
で
あ
る
が
、
佐
々
木
充
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に

（40 ）

、
公
学
校
を
参

観
し
た
冒
頭
の
部
分
に
限
っ
て
は
、
敦
自
身
の
体
験
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

中
島
敦
の
「
南
洋
の
日
記
」
に
は
、
敦
が
多
く
の
公
学
校
を
訪
れ
、
授
業
を
参
観
し

て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
が
、
サ
イ
パ
ン
の
公
学
校
を
訪
れ
た
と
き
、
敦
は
他
の
公

学
校
を
訪
れ
た
と
き
に
は
見
ら
れ
な
い
驚
き
を
「
南
洋
の
日
記
」
に
書
い
て
い
る
。

そ
れ
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

  

午
前
九
時
公
学
校
に
到
り
小
山
田
校
長
と
語
り
、
授
業
を
見
る
。
凡
て
此
の
学

校
の
軍
隊
式
、
形
式
的
訓
練
の
徹
底
は
驚
く
ば
か
り
な
り
。
そ
の
可
否
は
未
だ
言

ふ
べ
か
ら
ず
。（
一
一
月
二
七
日
） 

  

校
長
及
訓
導
の
酷
烈
な
る
生
徒
取
扱
に
驚
く
。（
同
二
八
日
） 

 

ま
た
、
サ
イ
パ
ン
滞
在
中
に
書
い
た
妻
・
た
か
宛
の
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
） 

一
二
月
二
日
付
の
手
紙
に
は
、 

 

こ
こ
の
公
学
校
の
教
育
は
、
ず
ゐ
ぶ
ん
、
ハ
ゲ
シ
イ
（
と
い
ふ
よ
り
ヒ
ド
イ
）

教
育
だ
。ま
る
で
人
間
の
子
を
あ
つ
か
つ
て
ゐ
る
と
は
思
へ
な
い
。何
の
た
め
に
、

あ
ん
な
に
ド
ナ
リ
ち
ら
す
の
か
、
僕
に
は
わ
か
ら
な
い
。 

 

 
と
書
か
れ
て
い
る
。
サ
イ
パ
ン
の
公
学
校
で
の
見
聞
を
基
に
し
て
、「
雞
」
の
こ
の

部
分
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う（41 ）

。 

つ
い
で
、
島
民
へ
の
不
信
感
が
述
べ
ら
れ
、
本
題
で
あ
る
マ
ル
ク
ー
プ
の
話
へ
移

る
。
病
気
と
な
っ
た
老
人
の
名
は
、
ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
か
ら
マ
ル
プ
ー
ク
に
替
わ
っ
て
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い
る（42 ）

。
こ
こ
で
は
、
彼
を
、「
と
ん
で
も
な
い
喰
わ
せ
も
の
」
と
断
言
す
る
。
さ
ら
に
、

彼
は
「
神
様
事
件
」（
モ
デ
ク
ゲ
イ
）
の
密
告
者
だ
と
言
わ
れ
、
友
人
ま
で
裏
切
る
よ

う
な
下
劣
な
奴
に
、
私
は
甚
だ
不
愉
快
に
感
じ
る
。
そ
れ
に
、
こ
の
老
人
に
懐
中
時

計
を
盗
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
私
は
長
期
に
わ
た
る
「
土
俗
調
査
」
の
た
め
パ
ラ
オ
を

離
れ
、
２
年
後
に
パ
ラ
オ
へ
戻
っ
て
く
る
と
、
一
月
も
経
っ
た
頃
、
ひ
ょ
っ
こ
り
マ

ル
ク
ー
プ
老
人
が
訪
ね
て
く
る
。
そ
の
後
は
、「
鶏
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
三
羽

の
生
き
た
牝
雞
を
前
に
し
て
、
私
は
少
な
か
ら
ず
感
動
し
た
。
し
か
し
、
私
は
、
こ

れ
を
院
長
に
斡
旋
し
た
礼
か
、
私
の
時
計
を
盗
ん
だ
こ
と
に
対
す
る
謝
罪
の
つ
も
り

か
、
と
考
え
る
。
そ
し
て
最
後
に
、「
南
海
の
人
間
は
ま
だ

〱
私
な
ど
に
は
ど
れ
程

も
分
か
つ
て
い
な
い
の
だ
と
い
ふ
感
を

一
入

（
ひ
と
し
お
）

深
く
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
。」
と
結
ぶ
。 

な
お
、
こ
こ
で
「
神
様
事
件
」
（
モ
デ
ク
ゲ
イ
）
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

「
神
様
事
件
」（
モ
デ
ク
ゲ
イ
）
に
つ
い
て
は
、
日
記
中
に
書
か
れ
た
旅
行
記

（43 ）

に
、
詳

細
に
書
か
れ
て
い
る
。
敦
は
、
日
記
中
の
旅
行
記
を
読
ん
で
、
短
編
小
説
中
の
「
神

様
事
件
」（
モ
デ
ク
ゲ
イ
）
の
部
分
を
書
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。 

久
功
の
「
鶏
」
か
ら
は
、
ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
爺
さ
ん
、
さ
ら
に
は
島
民
に
対
し
、
温

か
な
ま
な
ざ
し
を
感
ず
る
の
に
対
し
、
敦
の
「
雞
」
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
も
の
は
全

く
感
じ
ら
れ
な
い
。
こ
れ
で
は
、
教
科
書
に
使
え
な
い
。 

こ
れ
が
、
久
功
の
日
記
に
見
ら
れ
る
「
敦
ハ 

コ
レ
ラ
ヲ
此
ノ
様
ナ
形
デ
出
ス
筈
デ

ハ
ナ
カ
ッ
タ
ノ
デ
―
―
少
ク
ト
モ
「
鶏
」
ハ
。
」と
い
う
言
葉
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

三
．「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
と
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」 

 
 
 
 

 

久
功
、
敦
に
は
、
と
も
に
、「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
と
題
す
る
短
編
が
あ
る
。
ま
ず
、
久

功
の
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
か
ら
見
て
行
こ
う
。 

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
が
最
初
に
発
表
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三
一
年
（
一
八
五
六
）
八

月
に
刊
行
さ
れ
た
２
番
目
の
詩
集
『
青
蜥
蜴
の
夢
』（
大
塔
書
店
）
に
お
い
て
で
あ
る
。

次
い
で
、
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
土
方
久
功
詩
集 

青

蜥
蜴
の
夢
』
（
草
原
社
）
に
収
め
ら
れ
た
。 

久
功
は
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
九
月
二
九
日
か
ら
一
〇
月
七
日
ま
で
、
国
光

丸
で
南
方
の
離
島
へ
の
出
張
旅
行
を
し
た
。
一
〇
月
七
日
の
日
記

（44 ）

に
は
、 

  
 

先
月
二
十
九
日
、
国
光
丸
ニ
乗
リ
、「
ソ
ン
ソ
ル
」
「
メ
リ
ー
」
「
プ
ル
」「
ト
コ

ベ
イ
」
「
ヘ
レ
ン
」
「
メ
リ
ー
」
「
ソ
ン
ソ
ル
」
ト
マ
ハ
リ
、
今
日
昼
帰
ッ
テ
ク
ル
。 

  

と
書
か
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
日
記
に
書
か
れ
て
い
る
南
方
離
島
巡
り
の
旅
行
記
は
、
そ
の
後
、「
南
方
離
島

記
」
と
題
さ
れ
た
草
稿
に
書
き
改
め
ら
れ
た

（45 ）

。
敦
の
「
南
洋
の
日
記
」
に
は
、
昭
和

一
六
年
（
一
九
四
一
）
一
二
月
一
九
日
の
夜
、
こ
の
草
稿
を
読
ん
だ
こ
と
が
、
次
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

  
 

二
日
来
の
喘
息
、
愈
々
面
白
か
ら
ず
、
夜
、
土
方
氏
方
に
到
り
、
南
方
離
島
記

の
草
稿
を
読
む
、
面
白
し
。「
プ
ー
ル
島
（
人
口
二
十
に
足
ら
ず
）
に
、
パ
ラ
オ
よ

り
流
刑
に
会マ

マ

ひ
し
無
頼
の
少
年
あ
り
、
奸
譎
、
傲
岸
、
プ
ー
ル
島
民
を
頤
使
す
、

已
に
半
ば
パ
ラ
オ
語
を
忘
る
。
こ
の
少
年
の
名
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
い
ふ
と
」「
無
人

島
ヘ
レ
ン
礁
に
海
鳥
群
れ
集
へ
る
こ
と
。
島
に
上
れ
ば
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
数
十
羽
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を
手
掴
み
に
す
べ
し
と
。
卵
も
又
、
と
り
放
題
。
捕
り
し
鳥
共
の
毛
を
む
し
り
、

直
ち
に
焼
き
て
食
す
る
な
り
」 

 

久
功
の
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
の
基
に
な
っ
た
の
が
、
未
発
表
原
稿
で
、『
著
作
集
』
第

６
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
南
方
離
島
記
」
の
一
〇
月
二
日
の
項
で
あ
る（46 ）

。
ナ
ポ
レ

オ
ン
に
つ
い
て
は
、
土
方
久
功
日
記
一
〇
月
二
日
の
記

（47 ）

に
見
ら
れ
る
。
日
記
と
「
南

方
離
島
記
」
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
つ
い
て
書
か
れ
た
部
分
を
比
べ
る
と
、
表
記
な
ど
に

多
少
の
差
異
は
あ
る
が
、
内
容
に
は
ほ
と
ん
ど
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
ま
た
、「
ナ

ポ
レ
オ
ン
」
も
「
南
方
離
島
記
」
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
一
〇
月

二
日
の
項
と
同
一
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、『
著
作
集
』
第
６
巻
に
は
、
『
土
方
久
功
詩

集 

青
蜥
蜴
の
夢
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
は
省
か
れ
て
い
る
。 

久
功
の
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
久
功
達
の
乗
っ
た
国
光

丸
は
朝
六
時
に
ブ
ル
島
近
く
ま
で
来
た
。
久
功
達
は
、
ボ
ー
ト
で
七
時
半
に
島
に
上

陸
し
た
。
九
時
半
に
は
ボ
ー
ト
で
船
に
戻
っ
た
の
で
、
２
時
間
ほ
ど
の
短
い
滞
在
で

あ
っ
た
。
こ
の
島
に
は
島
民
が
一
八
、
九
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
そ
の
中
に
、
た
だ

一
人
、
一
三
、
四
歳
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
い
う
名
の
パ
ラ
オ
人
の
子
供
が
い
た
。
こ
の

少
年
が
こ
の
離
島
に
い
る
理
由
が
、
警
察
の
手
に
も
負
え
な
い
悪
性
な
窃
盗
常
習
の

た
め
で
、
そ
れ
に
よ
り
二
百
哩
も
離
れ
た
離
島
に
流
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
た
。
３
年

の
刑
期
を
既
に
２
年
近
く
過
し
て
い
る
。
公
学
校
に
４
年
間
通
っ
て
い
た
の
で
、
日

本
語
が
相
当
出
来
た
筈
で
あ
る
が
、
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
、
と
言
う
。 

久
功
が
パ
ラ
オ
語
で
話
す
と
、
少
年
は
、
は
じ
め
は
パ
ラ
オ
語
で
応
じ
る
が
、
じ

き
に
こ
の
島
の
プ
ル
語
で
話
す
。
た
っ
た
２
年
の
間
に
、
パ
ラ
オ
語
を
忘
れ
て
し
ま

う
の
か
。「
こ
の
少
年
は
生
れ
つ
い
た
悪
性
が
、
二
年
も
こ
の
よ
う
な
島
に
流
さ
れ
て

居
て
も
、
そ
し
て
生
れ
て
育
っ
た
パ
ラ
オ
に
帰
り
度
い
心
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
て
も
、

一
向
本
心
か
ら
悔
い
改
め
よ
う
と
努
力
し
て
居
る
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、

小
さ
な
く
せ
に
島
の
大
人
ど
も
を
目
下
も
の
の
よ
う
に
取
扱
っ
て
居
る
さ
ま
が
、
こ

に
く
ら
し
い
よ
う
に
有
り
有
り
と
見
え
、
一
点
謙
譲
の
心
を
持
っ
て
は
居
な
い
様
子

で
あ
り
、
横
柄
と
い
う
か
、
不
敵
と
云
う
か
、
何
事
を
も
ご
ま
か
し
て
過
ご
し
て
行

く
こ
と
に
ば
か
り
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
っ
て
、
聖
人
で
も

此
の
少
年
を
打
ち
直
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
さ
え
思
わ
れ

る
。
」 

し
か
し
、
同
行
の
「
佐
野
君
が
こ
の
少
年
に
二
三
冊
の
古
雑
誌
と
、
や
さ
し
い
少

年
向
き
の
絵
本
と
を
や
る
と
、
彼
は
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
片
腕
に
か
か
え
こ
ん
で
、

何
を
す
る
に
も
、
そ
れ
を
離
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
」
と
い
う
子
供
ら
し
い
一
面
を

見
せ
た
の
は
、
一
つ
の
救
い
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
久
功
達
は
一
時
間
の
後
に
、
一
八
、
九
人
の
島
民
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
を

見
捨
て
て
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
何
の
事
件
も
起
ら
ず
、
久
功
は
プ
ル
島

の
島
民
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
淡
々
と
描
い
て
い
る
。 

 

で
は
、
敦
の
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
右
に
引
用
し
た
敦
の
「
南

洋
の
日
記
」
に
は
、
久
功
の
と
こ
ろ
で
、「
南
方
離
島
記
」
の
草
稿
を
読
ん
だ
こ
と
が

書
か
れ
て
い
る
の
で
、
敦
が
、「
南
方
離
島
記
」
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
つ
い
て
書
か
れ
て

い
る
一
〇
月
二
日
の
項
を
基
に
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
を
書
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。 

94



中島敦『南島譚』とその素材としての「土方久功日記」 

敦
の
短
編
小
説
で
、「
私
」
と
あ
る
の
は
、
久
功
で
あ
り
、
観
察
者
と
し
て
登
場
し

て
い
る
。
こ
の
短
編
で
は
、
警
官
と
巡
警
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
流
刑
地
を
Ｓ
島
か
ら
Ｔ

島
へ
移
す
こ
と
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
経
歴
、
性
格
は
、
久
功
の

そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
敦
は
少
年
を
よ
り
悪
質
に
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
船

が
Ｓ
島
を
離
れ
よ
う
と
す
る
と
き
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
脱
走
を
図
る
。
し
か
し
、
巡
警

ら
に
捕
ま
り
、
今
度
は
麻
縄
で
両
手
両
足
を
縛
り
上
げ
ら
れ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、

ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
で
抵
抗
し
、
丸
２
日
間
一
度
も
飲
食
し
な
か
っ
た
。
新
し
い

流
刑
地
Ｔ
島
で
は
、
上
陸
後
３
時
間
に
し
て
早
く
も
子
分
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。 

本
筋
と
は
あ
ま
り
関
係
な
い
が
、
Ｓ
島
か
ら
Ｔ
島
へ
行
く
途
中
、
船
は
無
人
島
Ｈ

礁
へ
寄
る
。
こ
の
Ｈ
礁
は
ヘ
レ
ン
島
の
こ
と
で
、
久
功
達
は
、
一
〇
月
四
日
昼
過
ぎ

に
上
陸
し
、
２
時
間
余
こ
の
小
さ
な
島
に
滞
在
し
た
。
そ
の
様
子
は
「
南
方
離
島
記
」

の
そ
の
日
の
項

（48 ）

に
見
ら
れ
る
。 

久
功
の
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
で
は
、
少
年
が
も
ら
っ
た
二
三
冊
の
古
雑
誌
と
、
や
さ

し
い
少
年
向
き
の
絵
本
と
を
、
し
っ
か
り
と
片
腕
に
か
か
え
こ
ん
で
、
そ
れ
を
離
そ

う
と
は
し
な
か
っ
た
子
供
っ
ぽ
さ
を
描
い
て
い
る
の
に
対
し
、
敦
の
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」

に
は
、
そ
の
よ
う
な
子
供
ら
し
さ
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。「
先
程
警
官
か
ら
聞
か
さ
れ

た
此
の
少
年
の
コ
ロ
ー
ル
で
の
残
忍
な
行
為
も
、

成
程

（
な
る
ほ
ど
）

こ
の
顔
な
ら
や
り
さ
う
だ

と
思
は
れ
た
。」
と
い
う
文
章
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。 

敦
の
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
は
、
久
功
の
「
南
方
離
島
記
」
を
素
材
に
し
て
書
か
れ
な

が
ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
悪
逆
性
を
強
調
し
て
い
る
の
が
目
立
ち
、
こ
れ
も
ま
た
公
学

校
の
教
科
書
に
は
使
え
そ
う
も
な
い
。 

 

四
．「
寂
し
い
島
」
の
成
り
立
ち 

 
 

 

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
久
功
は
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
九
月
二
九
日
か
ら
一

〇
月
七
日
ま
で
、
国
光
丸
で
南
方
の
離
島
へ
の
出
張
旅
行
を
し
た
。
一
〇
月
七
日
の

日
記（49 ）

に
は
、
ソ
ン
ソ
ル
、
メ
リ
ー
、
ブ
ル
、
ト
コ
ベ
イ
、
ヘ
レ
ン
、
メ
リ
ー
、
ソ
ン

ソ
ル
を
廻
っ
て
来
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
日
記
に
書
か
れ
て
い
る
南
方
離
島
巡
り
の
旅
行
記
は
、
そ
の
後
、「
南
方
離
島

記
」
と
題
さ
れ
た
草
稿
に
書
き
改
め
ら
れ
た
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
敦
の
「
南
洋

の
日
記
」
に
は
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
一
二
月
一
九
日
の
夜
、
こ
の
草
稿
を

読
ん
だ
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
未
発
表
原
稿
「
南
島
離
島
記
」
は
、

『
著
作
集
』
第
６
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
南
方
離
島
記
」
の
一
〇
月
三
日

の
ト
コ
ベ
イ
島
に
上
陸
し
た
日
の
記
事
で
は
、
次
の
文
章

（50 ）

が
印
象
的
で
あ
る
。 

  
 

八
年
前
に
私
は
此
の
島
を
探
し
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
パ
ラ
オ
か
ら
初
め
て
此

の
離
島
を
ま
わ
っ
て
来
た
時
、
そ
し
て
此
の
島
に
ま
で
来
た
時
に
、
私
は
此
の
美

し
い
、
然
し
本
当
に
取
残
さ
れ
た
様
な
島
と
、
島
人
と
を
見
た
時
、
実
に
謂
れ
な

い
悲
し
さ
で
胸
が
ふ
さ
が
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
私
は
此
の
島
を
、
こ
れ
よ
り
何
う

に
も
動
か
し
た
く
な
か
っ
た
。
変
え
た
く
な
か
っ
た
。 

 

 

こ
の
８
年
前
、
久
功
は
パ
ラ
オ
を
離
れ
、
文
明
に
侵
さ
れ
て
い
な
い
離
島
に
移
り 

住
む
決
心
を
し
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
離
島
を
探
し
て
い
た
。
こ
の
ト
コ
ベ
イ
島
も

そ
の
候
補
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
島
に
は
既
に
キ
リ
ス
ト
教
（
カ

ト
リ
ッ
ク
）
が
入
り
込
ん
で
い
た
た
め
、
久
功
は
移
住
を
断
念
し
た
。
久
功
は
、
離
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島
記
に
「
此
の
時
、
既
に
ス
ペ
イ
ン
坊
主
が
、
遠
く
こ
の
離
れ
島
に
入
っ
て
来
て
、

島
人
等
を
か
き
ま
わ
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
あ
の
時
ス
ペ
イ
ン
坊
主
が
入

っ
て
居
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
私
は
今
の
よ
う
に
は
決
し
て
な
っ
て
居
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
」

（51 ）

と
書
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
久
功
に
は
、
こ
の
島
に
対

す
る
特
別
な
思
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
、
敦
の
「
寂
し
い
島
」
と
「
南
方
離
島
記
」
に
よ
り
、
ト
コ
ベ
イ
島
を

み
て
み
よ
う
。 

島
の
中
央
に
タ
ロ
芋
田
が
整
然
と
作
ら
れ
、
そ
の
周
囲
を
タ
コ
の
樹
な
ど
の
雑
木

林
が
取
囲
み
、
そ
の
外
側
に
椰
子
林
が
続
い
て
い
る
。
島
の
人
口
は
、
「
寂
し
い
島
」

で
は
、
「
人
口
百
七
八
十
人
」
、
「
南
方
離
島
記
」
で
は
、
「
人
口
二
百
人
足
ら
ず
」
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
島
で
は
子
供
が
生
ま
れ
ず
、
５
歳
ほ
ど
に
な
る
子
供
が
唯
一

で
あ
っ
た
。 

こ
の
島
の
将
来
に
つ
い
て
、
敦
は
、「
恐
ら
く
、
神
が
此
の
島
の
人
間
を
滅
ぼ
さ
う 

と
決
意
し
た
か
ら
で
も
あ
ら
う
。」
と
書
き
、
久
功
は
、
「
私
は
本
当
に
此
の
悲
し
い

島
と
島
人
と
が
、
此
の
儘
絶
滅
し
て
も
、
こ
れ
よ
り
少
し
で
も
手
を
加
え
て
、
無
益

な
現
象
を
此
の
島
と
島
人
と
に
起
こ
さ
せ
度
く
な
か
っ
た
。
」

（52 ）

と
書
き
、
と
も
に
、

こ
の
先
、
こ
の
島
が
滅
ぶ
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。
敦
の
「
寂
し
い
島
」
が
、

ト
コ
ベ
イ
島
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

敦
は
、
多
く
の
離
島
を
廻
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
公
学
校
の
あ
る
、
比
較
的
人
口
の 

多
い
島
で
あ
る
。
敦
は
公
学
校
の
な
い
ト
コ
ベ
イ
島
へ
は
行
っ
て
い
な
い
。
敦
は
、

久
功
の
「
南
方
離
島
記
」
を
素
材
に
し
て
「
寂
し
い
島
」
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
中
に
、
敦
自
身
が
体
験
し
た
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

小
さ
な
無
数
の
蟹
が
走
り
去
る
の
を
見
た
こ
と
で
あ
る
。「
初
め
て
パ
ラ
オ
本
島
の
ガ

ラ
ル
ド
海
岸
で
之
を
見
た
時
、
一
つ
一
つ
の
蟹
の
形
は
見
え
ず
に
、
唯
、
自
分
の
周

囲
の
砂
が
チ
ラ

〱
チ
ラ

〱
と
崩
れ
流
れ
て
走
る
や
う
な
気
が
し
て
…
」
と
い
う

の
は
、
久
功
と
二
人
で
パ
ラ
オ
本
島
一
周
の
旅
を
し
た
時
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二
人

は
一
月
二
五
日
に
ガ
ラ
ル
ド
を
訪
れ
て
い
る
が（53 ）

、
敦
は
、
こ
の
時
、
同
種
の
蟹
を
見

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

「
寂
し
い
島
」
の
最
後
の
一
行
、「
何
か
、
荒
々
し
い
悲
し
み
に
似
た
も
の
が
、
ふ 

つ
と
、
心
の
底
か
ら
湧
上
つ
て
来
る
や
う
で
あ
つ
た
。
」
は
、
久
功
の
思
い
を
表
わ
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
敦
の
こ
の
短
編
小
説
は
、
久
功
の
ト
コ
ベ
イ
島
に
対
す
る
深
い

思
い
を
、
敦
が
久
功
に
代
わ
っ
て
表
現
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

た
だ
一
つ
理
解
で
き
な
い
の
が
、
久
功
が
先
に
引
用
し
た
昭
和
一
九
年
（
一
九
四 

四
）
八
月
一
八
日
の
日
記
に
、
「「
寂
シ
イ
島
」
ノ
中
ノ
Ｈ
無
人
島
モ
サ
ウ
ダ
シ
…
」

と
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
久
功
は
、
ト
コ
ベ
イ
島
と
ヘ
レ
ン
無
人
島
を
取
り

違
え
て
い
る
。
久
功
が
こ
の
日
記
を
書
い
た
の
は
、
土
田
村
へ
引
っ
越
す
直
前
の
混

乱
の
中
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
状
況
で
、
久
功
は
ト
コ
ベ
イ
島
と
ヘ
レ
ン
無
人
島
を

取
り
違
え
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

五
．「
夫
婦
」
の
成
り
立
ち 

 
 
 
 
 
 

 
先
に
引
用
し
た
土
方
久
功
日
記
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
八
月
一
八
日
の
項
に
、

「
「
夫
婦
」
ノ
話
モ
私
ノ
「
パ
ラ
オ
の
神
話
伝
説
」
中
ニ
ア
ル
」
、
と
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
は
、
敦
の
短
編
小
説
「
夫
婦
」
に
つ
い
て
考
え
た
い
。「
夫
婦
」
の
内

容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 
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パ
ラ
オ
本
島
に
あ
る
ガ
ク
ラ
オ
部
落
に
ギ
ラ
・
コ
シ
サ
ン
と
い
う
男
と
そ
の
妻
エ

ビ
ル
が
い
た
。
エ
ビ
ル
は
浮
気
者
で
、
部
落
の
者
と
い
つ
も
浮
名
を
流
し
、
夫
を
悲

し
ま
せ
て
い
た
。
し
か
も
、
エ
ビ
ル
は
大
の
嫉
妬
家
で
、
村
の
女
は
、
人
妻
だ
ろ
う

が
娘
だ
ろ
う
が
、
疑
い
を
持
っ
た
女
を
、
優
れ
た
腕
力
で
丸
裸
に
し
て
引
き
剥
い
て

し
ま
っ
た
。
当
時
、
ヘ
ル
リ
ス
と
呼
ば
れ
た
女
ど
う
し
の
闘
い
で
あ
る
。
あ
る
と
き
、

グ
レ
パ
ン
部
落
か
ら
リ
メ
イ
と
い
う
非
常
な
美
人
が
ガ
ク
ラ
オ
部
落
の
ア
・
バ
イ
に

モ
ゴ
ル
に
や
っ
て
来
た
。
そ
し
て
、
ギ
ラ
・
コ
シ
サ
ン
は
リ
メ
イ
と
恋
仲
に
な
っ
た
。

そ
れ
を
知
っ
た
妻
の
エ
ビ
ル
は
、
リ
メ
イ
に
対
し
、
ヘ
ル
リ
ス
（
恋
喧
嘩
）
を
仕
掛

け
た
が
、
リ
メ
イ
の
逆
襲
に
遭
い
、
惨
敗
し
た
。
敗
北
し
た
エ
ビ
ル
は
、
二
日
二
晩

口
惜
し
泣
き
に
泣
き
続
け
た
が
、
三
日
目
に
は
、
嫉
妬
と
憤
怒
と
が
、
夫
ギ
ラ
・
コ

シ
サ
ン
に
向
っ
て
炸
裂
し
た
。 

そ
こ
で
ギ
ラ
・
コ
シ
サ
ン
は
、
妻
の
機
嫌
を
と
る
た
め
、
自
ら
カ
ヤ
ン
ガ
ル
島
に

渡
り
、
そ
の
地
の
名
産
た
る
タ
マ
ナ
樹
で
豪
勢
な
舞
踊
台
（
オ
イ
ラ
オ
ル
）
を
作
ら

せ
、
そ
れ
を
持
ち
帰
っ
た
上
で
、
そ
の
披
露
方
々
、
二
人
の
夫
婦
固
め
の
式
を
行
う

こ
と
に
し
た
。 

一
月
の
後
、
ギ
ラ
・
コ
シ
サ
ン
は
莫
大
な
珠
貨
（
ウ
ド
ウ
ド
）
を
職
人
達
に
支
払

い
、
新
し
い
見
事
な
舞
踊
台
を
舟
に
積
ん
で
、
ガ
ク
ラ
オ
部
落
に
帰
っ
た
。
夜
に
な

っ
て
い
た
が
、
舞
踊
台
は
舟
に
残
し
た
ま
ま
我
が
家
へ
帰
り
、
そ
っ
と
中
を
覗
く
と
、

妻
エ
ビ
ル
は
別
の
男
と
居
た
。
そ
こ
で
ギ
ラ
・
コ
シ
サ
ン
は
、
ア
・
バ
イ
へ
行
っ
た
。

そ
こ
に
は
リ
メ
イ
が
一
人
で
居
た
。
リ
メ
イ
と
話
し
合
っ
た
結
果
、
舞
踊
台
を
積
ん

だ
小
舟
に
二
人
で
乗
り
、
リ
メ
イ
の
故
郷
ア
ル
モ
ノ
グ
イ
に
向
っ
た
。
そ
の
村
で
舞

踊
台
を
披
露
し
、
盛
大
な
夫
婦
固
め
の
式
を
挙
げ
た
。 

一
方
、
そ
れ
を
知
っ
た
妻
の
エ
ビ
ル
は
、
悔
し
さ
に
泣
き
叫
ん
だ
が
、
あ
き
ら
め
、

ギ
ラ
・
コ
シ
サ
ン
の
妻
に
な
る
以
前
に
大
変
懇
ろ
で
あ
っ
た
、
村
で
二
番
目
の
物
持

ち
で
あ
る
中
年
男
と
結
ば
れ
た
。
中
年
男
は
最
近
妻
に
死
な
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。 

そ
し
て
、
二
組
の
夫
婦
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
で
は
あ
る
が
、
幸
福
な
後
半
生
を

送
っ
た
と
、
村
人
達
は
語
り
伝
え
て
い
る
。 

そ
し
て
、
最
後
に
、
モ
ゴ
ル
と
ヘ
ル
リ
ス
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

『
著
作
集
』
第
３
巻
『
パ
ラ
オ
の
神
話
と
伝
説
』
に
は
、
短
編
小
説
「
夫
婦
」
の

基
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
説
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る（54 ）

。
こ
れ
は
、
ア
バ
イ
の
絵
を

説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
、
や
や
長
い
が
、
引
用
す
る
。 

 

４
は
ギ
ル
ホ
シ
サ
ン
と
彼
の
妻
の
話
。 

 

ガ
ク
ラ
オ
村
の
ギ
ル
ホ
シ
サ
ン
と
云
う
男
は
ガ
ッ
ツ
ボ
ン
村
の
女
と
結
婚
し
て

い
た
が
、
或
る
時
ア
ル
モ
ノ
グ
イ
の
グ
レ
バ
ン
村
か
ら
モ
ゴ
ル
（
娼
婦
の
よ
う
な

も
の
―
―
説
明
を
略
す
）
が
来
た
時
、
彼
の
相
手
に
な
っ
た
モ
ゴ
ル
の
所
に
泊
り

こ
ん
で
永
い
こ
と
家
に
帰
ら
な
か
っ
た
の
で
、
妻
の
嫉
妬
は
極
頂
に
達
し
た
。
そ

れ
で
彼
は
妻
に
、
カ
ヤ
ン
ガ
ル
島
に
行
っ
て
踊
舞
台
を
注
文
し
て
来
て
、
夫
婦
祝

を
す
る
か
ら
と
云
っ
て
な
だ
め
た
の
で
、
妻
は
す
っ
か
り
機
嫌
を
な
お
し
た
。 

 
と
こ
ろ
が
ギ
ル
ホ
シ
サ
ン
が
カ
ヤ
ン
ガ
ル
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
又
々
妻
の
嫉
妬

が
昂
じ
て
泣
い
た
り
蹴
っ
た
り
す
る
の
で
、
彼
は
家
を
出
て
バ
イ
に
行
っ
て
み
る

と
、
グ
レ
バ
ン
の
女
モ
ゴ
ル
が
一
人
で
寝
て
い
た
の
で
、
ゆ
り
お
こ
す
と
、
女
が

怒
っ
て
云
っ
た
。「
誰
で
す
か
、
こ
の
寝
茣
蓙
は
ギ
ル
ホ
シ
サ
ン
の
茣
蓙
で
す
か
ら
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ね
、
他
の
人
は
私
を
お
こ
し
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。」
そ
こ
で
彼
は
大
変
気
持

を
よ
く
し
て
、
彼
こ
そ
、
そ
の
ギ
ル
ホ
シ
サ
ン
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
女
に
次
の

十
五
夜
の
日
に
ゲ
レ
バ
ン
に
踊
舞
台
を
も
っ
て
行
く
か
ら
と
約
束
し
て
、
女
を
帰

し
て
や
っ
た
。
そ
し
て
彼
は
カ
ヤ
ン
ガ
ル
に
行
っ
て
踊
舞
台
を
買
い
取
っ
て
来
る

と
、
ガ
ク
ラ
オ
に
は
帰
ら
な
い
で
、
約
束
の
日
に
グ
レ
バ
ン
に
舟
を
ま
わ
し
て
女

を
尋
ね
、
そ
の
女
と
夫
婦
に
な
っ
て
盛
な
夫
婦
祝
を
し
た
。 

 

ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
説
話
が
、『
著
作
集
』
第
１
巻
『
パ
ラ
オ
の
社
会
と
生
活
』
に
収

め
ら
れ
て
い
る
「
パ
ラ
オ
島
民
の
部
落
組
織
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る（55 ）
。
以
下
、
引

用
し
た
い
。 

 

二
、
ン
ケ
ク
ラ
オ
部
落
の
ギ
ラ
・
ホ
シ
サ
ンN

girahosisang

は
ガ
ル
ツ
マ
オ
の

ガ
ツ
ッ
ボ
ンN

gatboug

部
落
の
女
と
結
婚
し
た
が
、
グ
レ
バ
ンN

gulebang

部
落
の
女
が
モ
ゴ
ル
に
来
た
時
、
一
ヶ
月
も
家
に
帰
ら
な
か
っ
た
の
で
、
妻
の
嫉

妬
は
極
頂
に
達
し
た
。
そ
こ
で
ギ
ラ
・
ホ
シ
サ
ン
は
妻
に
、
ン
ヘ
ヤ
ン
ガ
ル
に
行

っ
て
オ
イ
ラ
オ
ルO

ilaol

（
踊
舞
台
）
を
買
っ
て
来
て
ム
ルM

ur

（
夫
婦
祝
）
を

す
る
か
ら
と
云
っ
て
宥
め
た
の
で
、
妻
も
す
っ
か
り
機
嫌
を
な
お
し
た
。
所
が
ギ

ラ
・
ホ
シ
サ
ン
が
ン
ヘ
ヤ
ン
ガ
ル
に
行
っ
て
、
オ
イ
ラ
オ
ル
を
注
文
し
て
帰
っ
て

来
る
と
、
妻
は
又
々
嫉
妬
が
昂
じ
て
、
泣
い
た
り
蹴
っ
た
り
す
る
の
で
、
家
を
出

て
バ
イ
に
行
っ
て
み
る
と
、
前
の
グ
レ
バ
ン
の
女
が
一
人
で
寝
て
い
る
の
で
、
体

に
さ
わ
る
と
、
女
は
ギ
ラ
・
ホ
シ
サ
ン
と
は
知
ら
な
い
の
で
「
私
は
ギ
ラ
・
ホ
シ

サ
ン
の
メ
ゲ
レ
ゲ
ル
だ
か
ら
他
の
人
と
は
寝
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
の
で
、
男
は
大

変
気
持
を
よ
く
し
て
、
女
に
、
今
度
の
十
五
夜
の
日
に
ガ
ル
ム
ヌ
グ
イ
に
オ
イ
ラ

オ
ル
を
持
っ
て
ゆ
く
か
ら
と
約
束
し
て
、
女
を
帰
し
て
や
っ
た
。
そ
し
て
自
分
は

ン
ヘ
ヤ
ン
ガ
ル
に
行
っ
て
オ
イ
ラ
オ
ル
を
持
っ
て
来
る
と
、
ン
ケ
ク
ラ
オ
に
は
帰

ら
な
い
で
、
反
対
に
ガ
ル
ム
ヌ
グ
イ
に
舟
を
廻
し
て
、
前
の
女
を
尋
ね
て
夫
婦
に

な
っ
て
、
盛
な
ム
ル
祝
を
し
た
。 

 

こ
の
二
つ
の
説
話
を
、
敦
の
「
夫
婦
」
と
比
べ
る
と
、
説
話
で
は
男
の
名
が
ギ
ル

ホ
シ
サ
ン
、
ギ
ラ
・
ホ
シ
サ
ン
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、「
夫
婦
」
で
は
、
ギ
ラ
・

コ
シ
サ
ン
と
な
っ
て
い
て
、
少
し
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
同
一
人
物
と
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
説
話
で
は
、「
ン
ケ
ク
ラ
オ
」（
ガ
ク
ラ
オ
）
の
部
落
名
、「
ン
ヘ
ヤ

ン
ガ
ル
」（
カ
ヤ
ン
ガ
ル
）の
島
名
が
、
パ
ラ
オ
語
の
表
記
で
若
干
異
な
っ
て
い
る
が
、

他
は
、
地
名
も
、
グ
レ
バ
ン
部
落
等
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。「
夫
婦
」
の
後
半
の
ス

ト
ー
リ
ー
も
『
パ
ラ
オ
の
神
話
と
伝
説
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。 

ま
た
、
先
に
引
用
し
た
「
パ
ラ
オ
島
民
の
部
落
組
織
」
の
一
項
、「
モ
ゴ
ル
及
び
プ

ロ
ロ
ブ
ル
」
に
は
、
先
に
引
用
し
た
説
話
の
前
に
、「
夫
婦
」
の
素
材
と
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
モ
ゴ
ル
の
説
明
が
あ
る
。
以
下
、
引
用
し
た
い（56 ）

。 

 

一
体
此
の
モ
ゴ
ル
の
こ
と
は
独
領
時
に
き
び
し
く
禁
じ
た
の
で
全
然
其
の
風
を

絶
っ
て
し
ま
っ
て
居
る
為
に
、
其
の
日
常
生
活
の
模
様
を
委
し
く
知
る
由
も
な
い

が
、
現
在
老
婆
達
に
聞
い
て
み
る
と
、
女
と
云
う
女
で
一
度
も
此
の
モ
ゴ
ル
に
な

ら
な
か
っ
た
も
の
は
な
い
よ
う
で
、
女
は
結
婚
前
に
於
て
必
ず
一
度
は
此
の
モ
ゴ

ル
に
な
っ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
私
の
考
え
で
は
、
是
も
ま
た
パ
ラ
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オ
珠
貨
ウ
ド
ウ
ド
の
影
響
で
あ
っ
て
、
当
初
は
誰
で
も
が
皆
モ
ゴ
ル
に
な
っ
た
訳

で
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
兎
も
角
、
モ
ゴ
ル
と
云
う
の
は
可
婚
の
女

が
男
組
合
の
バ
イ
に
泊
り
込
ん
で
炊
事
其
他
の
細
々
し
た
仕
事
を
す
る
の
で
あ
る
。

（
以
下
略
） 

 と
あ
る
。
敦
の
短
編
小
説
「
夫
婦
」
の
末
尾
に
近
い
部
分
に
は
、 

 

此
処

（
こ
こ
）

に
出
て
来
る
モ
ゴ
ル
即
ち
未
婚
女
の
男
性
へ
の
奉
仕
と
い
ふ
習
慣
は
、

独
逸

（
ド
イ
ツ
）

領
時
代
に
入
る
と
共
に
禁
絶
さ
れ
て
了
ひ
、
現
在
の
パ
ラ
オ
諸
島
に
は
其

の
跡
を
留
め
て
ゐ
な
い
。
し
か
し
、
村
々
の
老
婆
に
尋
ね
て
見
る
と
、
彼
女
等
は

い
づ
れ
も
若
い
頃
そ
の
経
験
を
も
つ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
嫁
入
前
に
は
誰
し
も

必
ず
一
度
は
他
村
へ
モ
ゴ
ル
に
行
つ
た
も
の
だ
と
い
ふ
。 

 と
書
か
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
『
パ
ラ
オ
の
神
話
と
伝
説
』
の
「
附
録
」
と
し
て
書
か
れ
た
「
ア
・
バ
イ
」

の
項
で
は
、
モ
ゴ
ル
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る（57 ）

。 

岡
谷
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に

（58 ）

、『
パ
ラ
オ
の
神
話
伝
説
』
は
、
久
功
と
敦
が
帰
国

し
た
年
の
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
一
一
月
に
大
和
書
房
よ
り
刊
行
さ
れ
た
の
で
、

敦
が
久
功
の
宿
舎
に
入
り
浸
っ
て
い
た
頃
は
、
既
に
原
稿
は
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
敦
が
そ
の
原
稿
を
見
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。 

ま
た
、
久
功
の
『
著
作
集
』
第
１
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
パ
ラ
オ
島
民
の
部
落

組
織
』
は
、
敦
が
パ
ラ
オ
に
住
ん
で
い
た
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
九
月
に
南
洋

群
島
文
化
協
会
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
て
、
土
方
久
功
日
記
に
は
、
久
功
が
敦
に
謹
呈

し
て
い
る
こ
と
が
見
え
る（59 ）

。
敦
は
こ
れ
を
手
に
し
て
読
ん
だ
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ

う
。 こ

の
よ
う
に
、「
夫
婦
」
の
後
半
部
は
久
功
の
著
書
お
よ
び
原
稿
に
素
材
を
得
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。 

と
こ
ろ
で
、
前
半
部
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
安
川
定
男
氏
は
、
久
功
の
「
未
発
表

の
遺
稿
、
旅
日
記
」
を
読
み
、
中
島
敦
が
島
民
か
ら
ヘ
ル
リ
ス
の
こ
と
を
聞
い
た
と

思
わ
れ
る
と
述
べ
て
い
る（60 ）

。
久
功
と
敦
は
、
パ
ラ
オ
本
島
一
周
の
旅
の
途
中
、
ウ
リ

マ
ン
に
泊
ま
っ
た
。
そ
こ
へ
、
一
月
二
三
日
の
朝
ツ
ド
ン
が
来
た
。「
ト
ン
ち
ゃ
ん
と

の
旅
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る（61 ）

。 

  

ツ
ド
ン
が
来
て
お
じ
や
を
作
っ
て
く
れ
、
な
が
い
こ
と
喋
り
こ
ん
で
い
る
。
よ

ば
い
の
話
、
結
婚
申
込
み
の
話
、
ヘ
ル
リ
ス
恋
喧
嘩
の
話
、
首
く
く
り
、
飛
び
お

り
自
殺
の
こ
と
…
…
。 

 

ツ
ド
ン
は
、
ウ
リ
マ
ン
の
村
吏
事
務
所
の
ボ
ー
イ
で
、
久
功
と
は
子
供
の
頃
か
ら

の
知
り
合
い
で
あ
っ
た
。
村
吏
事
務
所
の
ボ
ー
イ
を
し
て
い
た
の
で
、
日
本
語
も
か

な
り
話
せ
た
筈
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
ツ
ド
ン
は
日
本
語
で
話
し
、
敦
は
、
ヘ
ル
リ
ス

恋
喧
嘩
の
話
を
島
民
ツ
ド
ン
か
ら
直
接
聞
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
夫
婦
」
の

「
素
材
」
が
話
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
敦
は
、
こ
の
話
に
強
い
印
象
を
受
け
た
と
思

わ
れ
る
。「
夫
婦
」
で
は
、
二
人
が
住
ん
で
い
た
の
は
、
ガ
ク
ラ
オ
部
落
と
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
こ
は
敦
と
久
功
が
泊
ま
っ
た
ウ
リ
マ
ン
部
落
の
す
ぐ
南
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
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「
夫
婦
」
の
末
尾
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
、「
昔
、
大
変
古
い
昔
、
此
の
村
の
或
る
男

が
」
、
村
一
番
の
丈
高
い
椰
子
の
樹
に
駈
け
上
り
、
其
の
天
辺
か
ら
村
中
の
人
々
に
呼

び
掛
け
て
地
上
へ
飛
び
降
り
た
話
も
、
ツ
ド
ン
の
話
「
飛
び
お
り
自
殺
の
こ
と
」
が

素
材
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

「
ヘ
ル
リ
ス
」
に
関
す
る
記
述
が
「
サ
テ
ワ
ヌ
島
に
お
け
る
結
婚
・
離
婚
・
姦
通

（62 ）

」

に
見
ら
れ
る
と
、
浦
田
義
和
氏
が
指
摘
し
て
い
る（63 ）

。
こ
こ
で
、
久
功
は
ヘ
ル
リ
ス
に

つ
い
て
、
サ
タ
ワ
ル
島
と
の
比
較
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（64 ）

。 

  
 

パ
ラ
オ
島
で
は
三
角
関
係
が
起
っ
た
場
合
、
女
同
志
が
素
手
で
徹
底
的
に
喧
嘩

を
す
る
ヘ
ル
リ
ス
と
云
わ
れ
る
特
習
が
あ
り
、
こ
の
ヘ
ル
リ
ス
に
は
男
女
と
も
決

し
て
手
出
し
し
な
い
で
、
当
人
同
志
だ
け
で
最
後
ま
で
争
わ
せ
る
の
だ
が
。 

  

な
お
、
主
人
公
の
妻
の
名
「
エ
ビ
ル
」
は
、
本
島
の
ガ
ラ
ル
ヅ
の
ア
ガ
ラ
ッ
プ
部

落
に
あ
る
巨
大
な
一
対
の
自
然
石
の
一
つ
で
、
女
神
だ
と
言
わ
れ
る
。
エ
ビ
ル
は
多

少
敬
意
の
あ
る
女
名
で
あ
る（65 ）

。
こ
の
女
神
の
名
か
ら
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る

い
は
、
英
語
のevil

＝
災
い
、
害
悪
、
罪
悪
か
ら
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
短
編
「
夫
婦
」
で
は
、
久
功
の
著
書
、
原
稿
だ
け
で
な
く
、
島
民
ツ
ド
ン
か

ら
聞
い
た
話
も
素
材
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、「
夫
婦
」
は
他
の
３
つ
の
短
編
小

説
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
短
編
も
公
学
校
の
教
科
書
と
し
て
は
使
え
そ
う
も
な
い
。 

 

む
す
び 

 
 
 

 

こ
れ
ま
で
、
中
島
敦
『
南
島
譚
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
雞
」「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」「
寂

し
い
島
」「
夫
婦
」
の
４
つ
の
短
編
を
と
り
あ
げ
、
主
に
土
方
久
功
日
記
と
の
関
係
に

つ
い
て
考
え
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。 

（
１
） 

土
方
久
功
の
「
鶏
」
は
、
『
土
方
久
功
著
作
集
』
第
６
巻
に
収
め
ら
れ
て

い
る
未
発
表
原
稿
「
ト
ン
ち
ゃ
ん
と
の
旅
」
の
一
部
で
あ
る
が
、
そ
の
原

稿
の
基
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
土
方
久
功
日
記
の
昭
和
一
七
年
（
一
九
四

二
）
一
月
二
〇
日
の
項
で
あ
る
。
中
島
敦
は
、
土
方
久
功
日
記
を
素
材
に

し
、
そ
れ
に
自
身
が
サ
イ
パ
ン
島
の
公
学
校
で
見
聞
し
た
こ
と
を
加
え
て
、

「
雞
」
を
書
い
た
。 

（
２
） 

土
方
久
功
の
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
は
、
「
南
方
離
島
記
」
と
題
さ
れ
た
草
稿

の
一
部
で
あ
る
が
、
そ
の
基
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
土
方
久
功
日
記
に
書

か
れ
た
旅
行
記
で
あ
る
。
中
島
敦
は
、
「
南
方
離
島
記
」
と
土
方
久
功
日

記
の
両
方
を
素
材
に
し
て
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
を
書
い
た
。 

（
３
） 

中
島
敦
の
「
寂
し
い
島
」
は
、
土
方
久
功
の
「
南
方
離
島
記
」
お
よ
び
土

方
久
功
日
記
に
書
か
れ
た
、
ト
コ
ベ
イ
島
を
訪
れ
た
と
き
の
旅
行
記
を
素

材
に
し
て
書
か
れ
て
い
る
。 

（
４
） 

中
島
敦
の
「
夫
婦
」
は
、
土
方
久
功
の
『
パ
ラ
オ
の
神
話
伝
説
』
の
原
稿

と
著
書
『
パ
ラ
オ
島
民
の
部
落
組
織
』
、
お
よ
び
島
民
ツ
ド
ン
か
ら
聞
い

た
話
な
ど
を
素
材
に
し
て
書
か
れ
て
い
る
。 

  

以
上
、
中
島
敦
の
４
つ
の
短
編
小
説
が
、
主
に
土
方
久
功
日
記
、
草
稿
、
土
方
久

功
の
著
作
（
原
稿
を
含
む
）
を
素
材
に
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

土
方
久
功
が
後
の
日
記
に
、「
是
等
ノ
小
説
ノ
大
部
分
ガ
、
私
カ
ラ
持
ッ
テ
行
ッ
タ
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材
料
」
だ
と
記
し
た
こ
と
と
一
致
す
る
。 

 
そ
し
て
、
最
後
に
、
中
島
敦
が
、
土
方
久
功
か
ら
得
た
素
材
を
も
と
に
『
南
島
譚
』

に
収
め
ら
れ
た
短
編
小
説
を
書
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
著
書
を
土
方
久
功
に

贈
ら
な
か
っ
た
理
由
を
考
え
た
い
。 

す
で
に
引
用
し
た
土
方
久
功
日
記
に
、「
中
島

ガ
、
羞
カ
シ
イ
カ
ラ
土
方
サ
ン
ニ
ハ
贈
ラ
ナ
イ
ノ
ダ
ト
云
ッ
タ
ノ
デ
、
送
ラ
ナ
カ
ッ

タ
」
と
未
亡
人
が
答
え
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

岡
谷
公
二
氏
は
、「
久
功
の
詩
集
『
青
蜥
蜴
の
夢
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
ナ
ポ
レ

オ
ン
」
と
「
鶏
」
を
、
敦
の
同
名
の
短
編
と
読
み
く
ら
べ
て
み
る
と
、
敦
の
感
じ
た

恥
し
さ
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
久
功
の
も
の
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
い
や
、
文
章
と
い
い
、
結
構
と
い
い
、
鋭
い
観

察
眼
と
い
い
、
敦
の
作
品
の
方
が
ず
っ
と
読
者
を
惹
き
つ
け
る
も
の
を
も
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
久
功
の
文
章
に
滲
ん
で
い
る
南
洋
体
験
の
深
さ
は
、
敦
に

は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
も
の
だ
。
自
分
の
体
験
の
腰
の
き
ま
ら
な
さ
を
思
い
合
わ
せ

る
時
、
敦
に
は
、
久
功
の
眼
を
怖
れ
る
だ
け
の
も
の
が
た
し
か
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
」

と
述
べ
て
い
る（66 ）

。
し
か
し
、
理
由
は
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。 

敦
は
、
久
功
に
、
島
民
が
学
ぶ
公
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
を
作
る
の
で
、
そ
の

教
材
と
し
て
「
鶏
」「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
な
ど
の
「
モ
ト
・

・

」
を
求
め
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
出
来
上
が
っ
た
短
編
小
説
は
、
い
ず
れ
も
教
科
書
に
載
せ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
敦
が
、「
羞
カ
シ
イ
カ
ラ
土
方
サ
ン
ニ
ハ
贈
ラ
ナ
イ
」
と

言
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
対
し
久
功
は
、「
微
笑
ヲ
禁
ズ
ル
コ
ト
ガ
出
来

ナ
イ
。
」「
彼
ノ
気
持
ガ
解
ル
ヤ
ウ
ナ
気
モ
ス
ル
ト
仝
時
ニ
、
如
何
ニ
モ
中
島
ラ
シ
イ
」

と
日
記
に
書
い
て
い
る
。 

岡
谷
氏
が
、「
敦
の
羞
恥
の
根
に
あ
る
の
は
、
南
洋
在
住
十
三
年
の
久
功
の
眼
に
対

す
る
怖
れ
で
あ
ろ
う
が
、
た
し
か
に
そ
こ
に
は
、
教
材
と
し
て
も
ら
っ
て
き
た
も
の

を
小
説
に
仕
立
て
て
し
ま
っ
た
こ
と
へ
の
や
ま
し
さ
も
ま
じ
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な

い
。
」

（67 ）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
や
ま
し
さ
」
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

つ
ま
り
、
敦
は
、
公
学
校
の
教
科
書
を
作
る
た
め
の
教
材
と
し
て
久
功
に
「
素
材
」

を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
短
編
小
説
の
ほ
と
ん
ど
が
教
科
書
に
使
用
で
き

な
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
「
羞
カ
シ
イ
」
の
で
、
『
南
島
譚
』
を
久
功
に
贈
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
た
い
。 
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【
註
】 

（
１
）
『
南
島
譚
』
に
は
他
に
、
南
洋
と
関
わ
り
の
な
い
「
悟
浄
出
世
」
「
悟
浄
歎
異
」
「
盈
虚
」 

「
牛
人
」
「
か
め
れ
お
ん
日
記
」
「
狼
疾
記
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

（
２
）
佐
々
木
充
氏
『
近
代
文
学
資
料
１
・
中
島
敦
』
（
桜
楓
社
、
一
九
六
八
年
三
月
）
、
同
氏

『
中
島
敦
の
文
学
』（
桜
楓
社
、
一
九
七
三
年
六
月
）
、
濱
川
勝
彦
氏
「
『
南
島
譚
』
の
世
界
」

（
『
中
島
敦
の
作
品
研
究
』
、
明
治
書
院
、
一
九
七
六
年
九
月
）
、
安
川
定
男
氏
「
土
方
久
功

と
中
島
敦
」（
『
同
時
代
』
３
４
号
、
一
九
七
九
年
八
月
）
、
浦
田
義
和
氏
『
近
代
文
学
と
〈
南
〉』

（
ロ
マ
ン
書
房
本
社
、
一
九
九
二
年
一
〇
月
）
、
岡
谷
公
二
氏
『
南
海
漂
泊
』
（
河
出
書
房

新
社
、
一
九
九
〇
年
八
月
）
１
６
７
・
１
６
８
頁
、
同
氏
『
南
海
漂
蕩
』（
冨
山
房
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）
１
８
０
頁
、
川
村
湊
氏
「
解
題
」
（
『
中
島
敦
全

集
』
第
１
巻
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）
、
閻
瑜
氏
「
中
島
敦
の
南
洋
作
品
の
形

成
に
お
け
る
土
方
久
功
の
影
響
」（
『
国
際
日
本
学
』
第
１
２
号
、
二
〇
一
五
年
一
月
）
、
杉

岡
歩
美
氏
『
中
島
敦
と
〈
南
洋
〉
』
（
翰
林
書
房
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
）
。 

（
３
）
管
見
の
限
り
で
は
、
未
刊
行
の
資
料
を
用
い
た
論
考
は
、
安
川
定
男
氏
、
前
掲
、「
土
方 

久
功
と
中
島
敦
」
、
岡
谷
氏
、
前
掲
、
『
南
海
漂
泊
』
、
『
南
海
漂
蕩
』
の
み
で
あ
る
。 

（
４
）『
国
立
民
族
学
博
物
館
調
査
報
告
』
８
９
・
９
４
・
１
０
０
・
１
０
８
・
１
２
４
（
二
〇 

一
〇
年
二
月
～
二
〇
一
四
年
一
二
月
） 

（
５
）
土
方
久
功
の
経
歴
等
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
土
方
久
功
正
伝
―
日
本
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
と 

呼
ば
れ
た
男
』
（
東
宣
出
版
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
６
）
国
立
民
族
学
博
物
館
刊
『
土
方
久
功
日
記
』
Ⅴ
、
３
６
７
頁
。
以
下
、
刊
本
『
日
記
』 

と
略
す
。
な
お
『
日
記
』
か
ら
の
引
用
の
さ
い
、
人
名
な
ど
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い 

文
字
を
通
常
使
用
さ
れ
る
文
字
に
改
め
た
。 

（
７
）
中
島
敦
、
一
九
四
一
年
八
月
二
五
日
、
川
口
直
江
宛
手
紙
。
中
島
敦
の
書
簡
は
『
中
島 

敦
全
集
』
第
３
巻
（
筑
摩
書
房
、
２
０
０
２
年
二
月
）
に
よ
る
。 

（
８
）
刊
本
『
日
記
』
Ⅴ
、
３
７
４
頁 

（
９
）
土
方
久
功
「
パ
ラ
オ
で
の
ト
ン
と
私
」
（
『
土
方
久
功
著
作
集
』
第
６
巻
、
三
一
書
房
、 

一
九
九
一
年
一
一
月
、
所
収
）
、
３
２
９
頁
。
以
下
、
『
著
作
集
』
と
略
す
。 

（
10
）
刊
本
『
日
記
』
Ⅴ
、
３
７
７
頁 

（
11
）
同
右 

（
12
）
同
右
、
３
９
３
頁 

（
13
）
同
右
、
３
９
８
頁 

（
14
）
同
右
、
４
０
１
頁 

（
15
）
同
右
、
４
１
０
頁 

（
16
）「
南
洋
の
日
記
」
は
、『
中
島
敦
全
集
』
第
３
巻
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）
に 

よ
る
。 

（
17
）
中
島
敦
、
前
掲
、
「
南
洋
の
日
記
」
お
よ
び
刊
本
『
日
記
』
Ⅴ
、
４
１
１
頁 

（
18
）
同
右 

（
19
）
刊
本
『
日
記
』
Ⅴ
、
１
２
９
頁 

（
20
）
中
島
敦
、
「
南
洋
の
日
記
」
一
月
一
日 

（
21
）
刊
本
『
日
記
』
Ⅴ
、
４
１
５
頁 

（
22
）
同
右 

（
23
）
こ
の
旅
行
に
つ
い
て
は
、
土
方
久
功
の
未
発
表
原
稿
「
ト
ン
ち
ゃ
ん
と
の
旅
」（『
著
作 

集
』
第
６
巻
）、
中
島
敦
、
前
掲
、「
南
洋
の
日
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
拙
稿
第 

２
９
冊
「
解
説
」
（
刊
本
『
日
記
』
Ⅴ
、
３
３
９
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
24
）『
著
作
集
』
第
６
巻
、
３
５
３
～
３
５
５
頁
。
な
お
、
こ
の
一
月
二
〇
日
の
項
は
、「
敦 

ち
ゃ
ん
と
の
旅
（
抄
）
」（
前
掲
『
同
時
代
』
３
４
号
、
８
６
・
８
７
頁
）
に
も
掲
載
さ
れ 

て
い
る
。 

（
25
）
刊
本
『
日
記
』
Ⅴ
、
４
４
２
・
４
４
３
頁 

（
26
）
国
立
民
族
学
博
物
館
所
蔵
、
土
方
久
功
日
記
第
３
９
冊
２
１
～
２
３
頁 

（
27
）
同
３
８
・
３
９
冊 
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（
28
）
刊
本
『
日
記
』
Ⅲ
、
８
２
・
８
３
頁 

（
29
）
同
右
、
８
４
頁 

（
30
）
同
右
、
８
５
～
９
０
頁 

（
31
）
同
右
、
９
１
頁 

（
32
）
同
右
、
９
８
頁 

（
33
）
同
右
、
１
０
３
頁 

（
34
）
同
右
、
１
０
５
頁 

（
35
）
『
著
作
集
』
第
６
巻
７
３
頁 

（
36
）
刊
本
『
日
記
』
Ⅲ
、
２
５
６
頁 

（
37
）
同
右
、
２
６
９
・
２
７
０
頁 

（
38
）
同
右
、
２
７
９
頁 

（
39
）
佐
々
木
氏
は
、
こ
の
「
雞
」
の
素
材
は
、
土
方
氏
の
日
記
で
あ
る
、
と
述
べ
（
前
掲
、 

『
中
島
敦
の
文
学
』、
１
６
４
頁
）
、
岡
谷
氏
は
、「「
幸
福
」「
夫
婦
」「
鶏
」「
寂
し
い
島
」 

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
の
五
篇
は
、
あ
き
ら
か
に
久
功
か
ら
材
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
と
く
に

後
の
三
篇
は
、
久
功
の
日
記
に
ほ
ぼ
同
一
の
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
（
前

掲
、
『
南
海
漂
泊
』
１
６
８
頁
）
。 

（
40
）
「
開
巻
冒
頭
の
一
節
は
、
公
学
校
を
見
学
し
た
「
私
」
が
、
そ
こ
の
教
師
の
原
住
民
の 

子
供
た
ち
へ
の
教
育
の
仕
方
が
、
い
か
に
も
厳
し
い
こ
と
に
驚
く
と
と
と
も
に
、
教
師
の 

方
も
そ
の
私
の
心
を
察
し
て
か
、
こ
う
や
ら
な
い
と
教
育
効
果
が
あ
が
ら
ぬ
と
い
う
、
そ

う
い
っ
た
光
景
が
描
か
れ
て
い
て
導
入
部
分
を
作
っ
て
い
る
の
だ
が
、
教
科
書
編
集
書
記

と
し
て
行
っ
た
中
島
自
身
の
体
験
を
基
盤
と
し
た
部
分
は
こ
こ
だ
け
で
あ
ろ
う
。
」（
前
掲
、

『
中
島
敦
の
文
学
』
２
６
３
頁
）
。 

（
41
）「
雞
」
の
下
書
き
（
『
中
島
敦
全
集
』
第
３
巻
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）
、「
ノ 

ー
ト
第
五
」
で
は
、「
ポ
ナ
ペ
〔
島
〕
の
或
る
公
学
校
〔
（
南
洋
群
島
島
民
の
た
め
の
小
学 

校
を
公
学
校
と
い
ふ
）
〕
を
参
観
し
た
時
の
こ
と
」
、
と
あ
る
が
、
『
南
島
譚
』
の
「
雞
」

で
は
、
「
或
る
島
の
公
学
校
」
と
し
て
い
る
。 

（
42
）
マ
ル
ク
ッ
プ
（
マ
ル
ク
ー
プ
）
の
名
は
、
土
方
久
功
日
記
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
九 

月
一
一
日
、
一
〇
月
五
日
、
一
二
日
の
項
に
見
ら
れ
る
（
刊
本
『
日
記
』
Ⅲ
、
３
３
８
、 

３
４
３
、
３
４
４
頁
）
。
こ
の
日
記
が
書
か
れ
た
の
は
、
久
功
達
が
離
島
カ
ヤ
ン
ガ
ル
島

に
滞
在
し
て
い
た
と
き
で
、
マ
ル
ク
ッ
プ
は
そ
の
島
の
住
民
で
あ
っ
た
。
久
功
は
、「
鶏
」

の
後
日
譚
で
、「
敦
の
鶏
話
の
マ
ル
ク
ッ
プ
は
、
お
よ
そ
こ
の
ギ
ラ
メ
ス
ブ
ヅ
と
は
違
う
」

（
『
著
作
集
』
第
６
巻
、
７
５
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
敦
の
短
編
の
マ
ル
ク
ッ
プ
は
、
た

だ
単
に
名
前
を
借
り
た
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

（
43
）
刊
本
『
日
記
』
Ⅴ
、
４
４
７
～
４
４
９
頁 

（
44
）
刊
本
『
日
記
』
Ⅴ
、
１
１
５
頁 

（
45
）
こ
の
未
発
表
の
旅
行
記
は
、「
南
方
離
島
記
」
と
題
さ
れ
、『
著
作
集
』
第
６
巻
に
収
め 

ら
れ
て
い
る
。
久
功
の
日
記
に
は
、
一
〇
月
一
〇
日
（
刊
本
『
日
記
』
Ⅴ
、
１
１
６
頁
） 

か
ら
一
一
月
一
四
日
（
同
、
１
４
５
頁
）
ま
で
の
間
に
、
旅
行
記
が
分
断
さ
れ
て
記
載
さ

れ
て
い
る
。
「
南
方
離
島
記
」
は
、
こ
の
旅
行
記
を
基
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
日

記
一
〇
月
六
日
の
後
半
部
分
（
同
、
１
４
１
～
１
４
５
頁
）
が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ

の
部
分
は
、
南
方
離
島
の
実
情
が
語
ら
れ
て
い
て
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
内
容
は
、

１
、
国
光
丸
船
長
へ
の
批
判
、
２
、
南
洋
拓
殖
株
式
会
社
へ
の
批
判
、
３
、
ス
ペ
イ
ン
人

布
教
師
へ
の
批
判
、
の
３
項
で
あ
る
。
そ
の
批
判
は
具
体
的
で
鋭
い
。
南
洋
で
の
生
活
が

長
く
、
離
島
の
現
状
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
久
功
だ
か
ら
こ
そ
な
し
う
る
批
判
で
あ
る
。

し
か
し
、
公
表
す
る
こ
と
を
前
提
に
書
き
改
め
ら
れ
た
「
南
方
離
島
記
」
で
は
、
そ
の
批

判
が
あ
ま
り
に
生
々
し
か
っ
た
の
で
、
久
功
が
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
拙
稿
、
第
２
６

冊
解
説
、
刊
本
『
日
記
』
Ⅴ
、
６
９
頁
）
。 

（
46
）
『
著
作
集
』
第
６
巻
、
２
７
５
～
２
８
０
頁 

（
47
）
刊
本
『
日
記
』
Ⅴ
、
１
２
３
～
１
２
５
頁
、
１
３
０
頁 

（
48
）
『
著
作
集
』
第
６
巻
、
２
８
４
～
２
８
６
頁 

（
49
）
刊
本
『
日
記
』
Ⅴ
、
１
１
５
頁 

（
50
）
『
著
作
集
』
第
６
巻
、
２
８
１
頁 
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（
51
）
同
右
、
２
８
２
頁 

（
52
）
同
右
、
２
８
１
頁 

（
53
）
前
掲
、
「
ト
ン
ち
ゃ
ん
と
の
旅
」
、「
南
洋
の
日
記
」 

（
54
）
『
著
作
集
』
第
３
巻
、
２
３
２
・
２
３
３
頁
。
な
お
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
一 

一
月
に
大
和
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
さ
い
、
書
名
は
『
パ
ラ
オ
の
神
話
伝
説
』
で
あ
っ
た 

が
、
『
著
作
集
』
第
３
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
さ
い
に
、
書
名
を
『
パ
ラ
オ
の
神
話
と
伝

説
』
と
改
め
た
。 

（
55
）
『
著
作
集
』
第
１
巻
、
１
４
８
頁
。
初
出
は
、
『
パ
ラ
オ
島
民
の
部
落
組
織
』
（
南
洋
群 

島
文
化
協
会
、
一
九
四
一
年
九
月
） 

（
56
）
『
著
作
集
』
第
１
巻
、
１
４
６
頁 

（
57
）
『
著
作
集
』
第
３
巻
、
２
１
０
～
２
１
４
頁 

（
58
）
岡
谷
氏
は
、「「
夫
婦
」
の
話
は
、
久
功
の
著
書
『
パ
ラ
オ
の
神
話
と
伝
説
』
の
中
に
原 

型
が
あ
り
、
本
の
出
版
は
こ
の
短
編
の
執
筆
後
だ
け
れ
ど
も
、
敦
は
コ
ロ
ー
ル
の
久
功
の 

家
で
、
こ
の
本
を
原
稿
の
段
階
で
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
」
（
前
掲
、
『
南
海
漂
蕩
』
１
８

０
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。 

（
59
）
刊
本
『
日
記
』
Ⅴ
、
４
２
４
頁 

（
60
）
前
掲
、
「
土
方
久
功
と
中
島
敦
」
１
５
０
頁
。
な
お
、
こ
こ
で
安
川
氏
が
見
た
こ
の
未 

発
表
の
遺
稿
は
、
後
に
、「
ト
ン
ち
ゃ
ん
と
の
旅
」
と
題
さ
れ
、『
著
作
集
』
第
６
巻
に
収 

め
ら
れ
た
。 

（
61
）「
ト
ン
ち
ゃ
ん
と
の
旅
」（『
著
作
集
』
第
６
巻
）
３
６
７
頁
。
な
お
、『
著
作
集
』
第
６ 

巻
に
は
、「
ヘ
リ
ル
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
、「
ヘ
ル
リ
ス
」
が
正 

し
い
の
で
、
改
め
た
。『
著
作
集
』
に
掲
載
す
る
際
、
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
未
発
表

の
遺
稿
、
旅
日
記
」
を
読
ん
だ
安
川
定
男
氏
の
引
用
文
（
同
氏
、
前
掲
、
１
５
０
頁
）
で

は
、
「
ヘ
ル
リ
ス
恋
喧
嘩
の
話
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
元
原
稿
に
は
「
ヘ
ル
リ
ス
」

と
な
っ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。 

（
62
）『
季
刊
人
間
研
究
』
４
号
（
一
九
五
二
年
一
月
）
。
後
、
前
掲
、『
同
時
代
』
第
３
４
号
、 

『
著
作
集
』
第
４
巻
に
収
載
。 

（
63
）
前
掲
、
『
近
代
文
学
と
〈
南
〉
』
１
２
０
頁 

（
64
）『
著
作
集
』
第
４
巻
、
１
６
１
頁
。
な
お
引
用
文
で
は
、「
ヘ
リ
ル
ス
」
と
あ
る
の
を
「
ヘ

ル
リ
ス
」
と
改
め
た
。 

（
65
）
『
著
作
集
』
第
２
巻
、
５
９
頁
、
お
よ
び
刊
本
『
日
記
』
Ⅲ
、
１
２
８
頁 

（
66
）
前
掲
、
『
南
海
漂
泊
』
１
６
８
頁 

（
67
）
前
掲
、
『
南
海
漂
蕩
』
１
８
１
・
１
８
２
頁 

    

〈
付
記
〉 

 

脱
稿
後
、
橋
本
正
志
氏
が
著
書
『
中
島
敦
の
〈
南
洋
行
〉
に
関
す
る
研
究
』（
二
〇

一
六
年
九
月
、
お
う
ふ
う
）
で
、
中
島
敦
の
『
南
島
譚
』
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
小
稿
に
、
加
筆
、
修
正
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

が
、
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
著
者
の
ご
寛
怒
を
た
ま
わ
り
た
い
。 
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